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１．工事名称 

第 77 号 増田西児童センター高舘分館旧館解体工事 

 

 

２．工事場所 

名取市高舘吉田字長六反 117-3 

 

  

３．工事内容 

増田西児童センター高舘分館旧館（木造平屋建て、延床面積約 275ｍ2）解体工事一式 

 

 

 

４．工事範囲 

本工事の対象範囲は本仕様書及び設計図に示す範囲とする。 

 

 

５．別途工事 

なし 

 

 

６．特記事項 

小学校近接地での工事であり、児童の通学時及び近隣への安全対策については、 

万全を期すこと。 

 

 

７．工事期間 

契約締結の翌日から令和９年 3 月２3 日までとする。 

 

 

８．入札日時・入札条件・契約条件・設計図書等に関する質問等 

   『入札通知』による 

 

 

９．設計図書 

本仕様書           １式 

設計図             １部（表紙共 全 27 枚） 

現場説明事項書         １式 

 

 

１０．設計図書の優先順位 

設計図書の優先順位は、原則として次のとおりとする。 

第１位 現場説明事項書及び質問回答書 

第２位 仕様書 

第３位 設計図 

第４位 共通仕様書（当該年度における最新版） 

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「標準仕様書」、「工事監理指針」 

第５位 公共規格及びこれに準ずる規格 
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１１．工事計画及び施工図 

施工計画書・各種工事の施工図は事前に提出し、監督員の承認を得た後に施工すること。 

 

 

１２．官公署への手続き 

工事の施工に必要な官公署・その他への手続き・届出等は速やかに行い、それに伴う費用 

は全て請負者の負担とする。ただし、確認申請等の完了検査の手数料は名取市負担とする。 

 

 

１３．設計変更等 

仕様書・設計図等に食い違いがあった場合は、速やかに監督員に報告、協議すること。 

 

 

１４．工事の安全対策 

（１）工事にあたり第三者・隣地並びに公道等に損傷を与えぬよう、十分配慮すること。 

重機搬入搬出や産業廃棄物搬出経路を定め、工事安全に十分努めること。万一損傷を与 

えた場合は、請負者の責任と金銭負担において速やかに補償、または原形復旧すること。 

（２）請負業者は労災・火災その他の賠償責任保険等に加入することとし、写しを市へ提出す 

ること。 

（３）工事の安全対策、車両進入等他についても十分注意すること。 

   

 

１５．現場組織の編成 

（１）請負者は本工事を行うにあたって、十分な現場組織を編成しなければならない。 

（２）工事の現場代理人及び主任技術者は、関係法令に定める資格を有し、現場代理人の経験 

があるものとする。 

 

 

１６．検査 

（１）完成検査は、自社において所定の検査を完了した後、名取市の完成検査を受けるものと 

する。 

（２）工事完了後に、名取市が何らかの理由で検査・試験・測定等を行う場合、会計検査を受 

ける場合等において請負業者はこれに協力すること。 

 

 

１７．工事現場における注意事項 

（１）事前調査   

工事に先立ち施設等の事前調査を密に行い、後日問題が生じないよう配慮すること。 

また、配管配線等の位置、構造、老朽度を調査確認し支障のあるものについては、保安 

・維持に努めること。なお、これに要する費用は本工事に含むものとする。 

（２）苦情等の処理 

工事による苦情・建物の損傷・その他の問題が生じた場合は、全て請負者の責任におい 

て補償すること。 

（３）労働者への安全対策 

労働者への労働災害防止と安全衛生を図るため、始業時に朝礼、ミーティング等を行い、 

労働者の安全への意識向上に努めること。 

  （４）下請業者 

本工事請負者は、地元名取市内から下請負者等の採用について十分配慮すること。 

なお、下請負者等は市の承認を得た後決定すること。 

  （５）請負者および下請負人等が、暴力団および暴力団関係者による不当介入を受けたときは 

速やかに市に報告、警察に通報を行うとともに捜査上必要な協力を行うこと。 
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１８．現場代理人の常駐義務緩和について（名取市ホームページ参照のこと） 

  （１）本工事は、現場代理人の常駐義務の緩和措置についての該当工事である。 

  （２）現場代理人が兼務する場合は下記のとおりとする。 

・工事担当課に届出書を提出すること 

・兼務する工事は名取市が発注する工事であること。 

・工事現場の相互距離は自動車で通行可能な経路で１０ｋｍ程度までとし、工事現場の 

運営及び安全管理等に支障が無いこと。 

 

 

１９．積算基準・設計単価 

   本工事は、公共建築工事積算基準（平成28年12月20日改定）、公共建築工事共通費積算 

基準（令和7年3月19日改定）、宮城県公共建築工事積算単価・基準等の運用（令和8年 

3月改定）により、工事価格の積算を行っている。 

また、積算基準及び設計単価は令和８年７月のものとしている。 

 

 

２０．週休２日モデル工事の適用の有無 

（１）本工事は、週休２日モデル工事の対象である。 

     週休２日モデル工事の対象工事の場合は名取市「週休２日モデル工事」実施要領に 

基づき、行うこととする。 

（２)本工事の、週休２日モデル工事の種別は、現場閉所型である。 

（３）本工事の週休２日工事の区分は、当初発注において、補正係数なしで積算しており、「月

単位の週休２日」、「完全週休２日」に取り組む場合は、工事着手前に受発注者間で協

議の上、週休２日の区分を決定することとする。 

協議により、「月単位の週休２日」又は「完全週休２日」に取り組み、達成した場合は、

精算変更時に達成した区分に応じた週休２日の補正係数に変更する。 

 

 

２１．猛暑による作業不能日数  

本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。  

（１）作業不能日数：０日間 

（２）上記（１）は、環境省が公表する最寄り観測地点（仙台）における WBGT 値（気温、

湿度、日射・輻射を考慮した暑さ指数）過去５年分（令和３年から令和７年まで）につい

て、本工事の工期に対応する期間（行政期間の休日に関する法律（昭和６３年法律第９１

号）に定める行政機関の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７時

の間に WBGT 値が３１以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均し

たもの。  

（３）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の 

現場作業時間において、環境省が公表する観測地点における WBGT 値が３１以上と 

なり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定 

し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））が上記の日数から 

著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。 



 

 

 

第 77 号 増田西児童センター高舘分館旧館解体工事 

 

 

参考金抜き設計書 

 

 

 

 

      【 取扱上の注意事項 】 

本設計書に記載されている数量は参考数量であり、本設計書は工事請負契約に記載されている設計図書には含まれない。 

 

 

宮 城 県 名 取 市 



名　　称 ：

円　（消費税除く）

一金 円　（消費税含む） 上段　：　変更後　赤字

下段　：　変更前　黒字

直 接 費 1.00 式

共 通 仮 設 費 1.00 式

現 場 管 理 費 1.00 式

一 般 管 理 費 1.00 式

工 事 価 格 1.00 式

消 費 税
相 当 額 1.00 式 10%

合 計

費　　目 工　　種 種　　別 細　　別 明番 摘　  要数　　量 単位 単　価 金　　　額　

宮  　城　  県　  名　  取　  市

第77号 増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

費　　目 工　　種 種　　別 細　　別 数　　量 単位 単　価 金　　　額　 明番 摘　  要

  集－1



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

増田西児童ｾﾝﾀｰ高館分館旧館解体工事　

T 指定仮設工事 1 式

A 建築解体工事 1 式

E 電気設備工事 解体工事 1 式

M 機械設備工事 1 式

計

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

増田西児童ｾﾝﾀｰ高館分館旧館解体工事　

T 指定仮設工事

仮囲い 設置解体費･賃料･基本料･運搬費含

1 万能鋼板H2.0m 2ヵ月 137
賃貸料金･組立解体費･往復運搬費含

2 キャスターゲート　 W6.0ｘＨ1.8m　2か月 1

設置･撤去費･賃料･整備費･運搬費含

3 敷き鉄板 ｔ22 45日 140

4 交通誘導員 120

報告書作成共

5 アスベスト調査費 定性分析試験 1

計

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

増田西児童ｾﾝﾀｰ高館分館旧館解体工事　

A 建築解体工事

1 施設解体 1 式

2 外構及び工作物解体 1 式

3 フェンス改修工事 1 式

4 整地工事 1 式

5 発生材処分 1 式

計

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

1 施設解体

1-1 直接仮設 1 式

1-2 建物解体 1 式

1-3 環境配慮工事 1 式

小　　計

2 外部及び工作物等解体

2-1 アスファルト舗装解体 1 式

2-2 外部解体 1 式

2-3 テラス撤去 1 式

2-4 樹木撤去 1 式

小　　計

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

3 フェンス改修工事

3-1 撤去工事 1 式

3-2 改修工事 1 式

小　　計

４ 整地工事 1 式

5 発生材処分 1 式

小　　計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

1 施設解体

1-1 直接仮設

くさび緊結式足場 幅900　10m未満　45日

(手すり先行方式) 賃貸･損料･架払い手間　運搬費 236 ｍ2

防炎Ⅰ類

防音シート張 掛払い･賃料･修理費･運搬費 236 ｍ2

1ヶ月

内部足場 脚立　運搬共 282 ｍ2

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

1-2 建物解体

木造建物解体 平屋建　手こわし,機械併用 282 ｍ2

内部造作材撤去 282.0 ｍ2

基礎コンクリート解体 埋戻し共 22.5 ｍ3

大型ﾌﾞﾚｰｶ,ﾊﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶ併用

捨てコンクリート解体 埋戻し共 7.1 ｍ3

砕石地業撤去 土間部 15.0 ｍ3

ﾃﾗｽ床含む

土間コンクリート解体 大型ﾌﾞﾚｰｶ,ﾊﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶ併用 13.0 ｍ3

開口部撤去 ｱﾙﾐ製ｻｯｼ、戸　枠共 60.1 ｍ2

職員室

流し台撤去 W1200ｘＤ550ｘＨ８００ 1.0 ヶ所

職員室

吊戸棚 W1380ｘＤ３６０ｘＨ650 1.0 ヶ所

保育室兼ﾎｰﾙ

ｱｺｰﾃﾞｲｵﾝｶｰﾃﾝ W8840ｘＨ２３００ 1.0 ヶ所

保育室兼ﾎｰﾙ

黒板 W3650ｘH2050 1.0 ヶ所

保育室兼ﾎｰﾙ

掲示板 W2610ｘH1450 2.0 ヶ所

保育室兼ﾎｰﾙ

掲示板 W1200ｘH1450 1.0 ヶ所

保育室兼ﾎｰﾙ

掲示板 W1200ｘH1200 1.0 ヶ所

木造建物　大型ﾌﾞﾚｰｶ,ﾊﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶ併用

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

保育室兼ﾎｰﾙ

掲示板 W3600xH1200 1.0 ヶ所

保育室兼ﾎｰﾙ

掲示板 W2000xH1200 1.0 ヶ所

保育室兼ﾎｰﾙ

掲示板 W1750xH2050 2.0 ヶ所

保健室

黒板 W3650ｘＨ１２００ 1.0 ヶ所

洗面室

流し台 W1200*D550*H800 1.0 ヶ所

洗面室

シャワーカーテン W900程度 1.0 ヶ所

職員室

黒板 W1800xH900 1.0 ヶ所

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

1-3 環境配慮工事 ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事

足場内　屋根面養生 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄｔ=0.1 51.1 ｍ2

中間層養生 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄｔ=0.15ｘ2重張、立上含 79.7 ｍ2

地盤面養生 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄｔ=0.15ｘ2重張、立上含 79.7 ｍ2

仮設材運搬 1.0 式

消耗品　 ｼｰﾄ養生撤去含む 1.0 式

整理清掃後片付け 1.0 式

外壁吹付及び下地調整材 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

集塵機付ｻﾝﾀﾞｰ掛け除去 集積及び密封処理含む 138.0 ｍ2

軒天

石綿板　撤去 集積及び密封処理含む 25.4 ｍ2

天井面 ﾄｲﾚ･洗面室

石綿板　撤去 集積及び密封処理含む 25.5 ｍ2

報告書作成含む

粉塵濃度測定 施工中　 4.0 ヶ所

報告書作成含む

粉塵濃度測定 施工後 4.0 ヶ所

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

2 外部及び工作物等解体

2-1 ｱｽﾌｧﾙﾄ及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 建物東側

アスファルト舗装解体 厚3cm 4.8 ｍ2

路盤撤去 厚15cm 4.8 ｍ2

土間コンクリート解体 厚10cm 0.9 ｍ2

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

2-2 外部解体
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ共

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置撤去 2220ｘ2200ｘH2000 1.0 棟

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ共

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置撤去 2260ｘ2200ｘH2000 1.0 棟

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ共

木造物置撤去 3050ｘ1820ｘ水下H1800-水上2160 1.0 棟

ｽﾁｰﾙ製 ﾃﾗｽ部

下足入れ W2900ｘD350ｘH1080 1.0 ヶ所

ｽﾁｰﾙ製 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ共

片開き門扉 L1350+440ｘＨ1000 1.0 ヶ所

ｽﾁｰﾙ製 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ共

片開き門扉 L1350+1200ｘＨ1000 1.0 ヶ所

基礎,砕石を含む

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀 L650+800ｘｔ120ｘＨ1200 2.0 ヶ所

基礎を含む

足洗い場 L1730ｘＨ800～970、Ｌ925ｘＨ820～950 2.0 ヶ所

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

2-3 テラス撤去

屋根撤去 波板ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈ-ﾄﾞ及び木下地 39.1 ｍ2

基礎共

支柱撤去 鋼製75Φ 6.0 本

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

2-4 樹木撤去

樹木枝切 250Φ程度 3.0 本

ﾔｼ類

樹木切断撤去 300Φ程度 9.0 本

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

3 フェンス改修工事

3-1 撤去工事
通路側(東側） 支柱2ヶ所共

ネットフェンス一時撤去 H950 5.4 ｍ

ｶｯﾀｰ入れ共

同上ブロック撤去 2段(H400) 5.4 ｍ

隣地側(南側） 支柱1ヶ所共

ネットフェンス一時撤去 H950 2.0 ｍ

ﾌｪﾝｽ基礎 捨てコン･砕石共

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ及びブロック撤去 基礎ﾍﾞｰｽH300+ﾌﾞﾛｯｸH400程度 0.8 m

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

3-2 改修工事
通路側(東側）

ネットフェンス再設置 H950 5.4 ｍ

通路側(東側） 縦：差し筋ｱﾝｶｰD10、横:鉄筋D10含

同上ブロック新設 2段(H400) 5.4 ｍ

通路側(東側） 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄが含

門扉新設 W3000xH1200 1.0 ヶ所

通路側(東側）

同上部ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ新設 W575ｘＨ１２００ 2.0 ヶ所

隣地側(南側） 支柱1ヶ所共

ネットフェンス再設置 H950 2.0 ｍ

隣地側(南側） 差し筋ｱﾝｶｰD10、横:鉄筋D10含

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ及びブロック新設 基礎ﾍﾞｰｽH300+ﾌﾞﾛｯｸH400程度 1.4 ｍ

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

４ 整地工事

山砂　転圧含む

整地整正 草取り、積込共 565.0 ｍ2

土工機械運搬 1 往復

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

5 発生材処分

発生材積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋) 37.7 ｍ3

発生材積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋) 12.7 ｍ3

発生材積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ 0.1 ｍ3

発生材積込 ｶﾞﾗｽ･陶器(ﾎﾞｰﾄﾞ類) 2.5 ｍ3

発生材積込 木くず 44.0 ｍ3

発生材積込 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 1.4 ｍ3

発生材積込 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材 0.5 ｍ3

発生材積込 混合ｶﾞﾗ 1.7 ｍ3

タイヤ

発生材積込 直径1000Φｘ厚み230 2.0 個

タイヤ

発生材積込 直径1600Φｘ厚み450 2.0 個

発生材運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋) ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 37.7 ｍ3

発生材運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋) ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 12.7 ｍ3

発生材運搬 ｱｽﾌｧﾙﾄ ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 0.1 ｍ3

発生材運搬 ｶﾞﾗｽ･陶器(ﾎﾞｰﾄﾞ類) ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 2.5 ｍ3

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

発生材運搬 木くず ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 44.0 ｍ3

発生材運搬 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 1.4 ｍ3

発生材運搬 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材 ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 0.5 ｍ3

発生材運搬 混合ｶﾞﾗ ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 1.7 ｍ3

タイヤ

発生材運搬 直径1000Φｘ厚み230 2.0 個

タイヤ

発生材運搬 直径1600Φｘ厚み450 2.0 個

発生材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋) 37.7 ｍ3

発生材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋) 12.7 ｍ3

発生材処分 ｱｽﾌｧﾙﾄ 0.1 ｍ3

発生材処分 ｶﾞﾗｽ･陶器(ﾎﾞｰﾄﾞ類) 2.5 ｍ3

発生材処分 木くず 44.0 ｍ3

発生材処分 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 1.4 ｍ3

発生材処分 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材 0.5 ｍ3

発生材処分 混合ｶﾞﾗ 1.7 ｍ3

タイヤ

発生材処分 直径1000Φｘ厚み230 2.0 個

タイヤ

発生材処分 直径1600Φｘ厚み450 2.0 個

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

スクラップ ﾍﾋﾞｰH3 2.5 ｔ

スクラップ ﾍﾋﾞｰH4 1.7 ｔ

スクラップ ｱﾙﾐ込みｶﾞﾗ 344 ｋｇ

スクラップ ステンレス 39.8 ｋｇ

スクラップ積込費 機械 16.7 ｍ3

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2t積

スクラップ運搬費 DID区間あり 6.0km以下 16.7 ｍ3

小小計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

増田西児童ｾﾝﾀｰ高館分館旧館解体工事　

E 電気設備工事

1 電気設備改修工事 1 式

2 電気設備撤去工事 1 式

3 発生材処分 1 式

計

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

1 電灯設備改修工事　　　　

ネット支柱金物 (溶融亜鉛メッキ仕上げ） 5.0 台

DV線平形碍子(材料費） 10.0 個

DV電線(材料費） DV2ｍｍ-2R 53.0 ｍ

DV電線(施工費） DV2ｍｍ-2R 径間 5.0 径間

露出

耐衝撃性硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管 （HIVE22) 6.0 ｍ

地中

波付硬質合成樹脂管 （FEP30) 20.0 ｍ

管内

配線工事 EM-CE3.5ｓｑ-2C 17.0 ｍ

コロガシ

配線工事 EM-CE3.5ｓｑ-2C 2.0 ｍ

ケーブルラック

配線工事 EM-CE3.5ｓｑ-2C 17.0 ｍ

ＦＥＰ管内

配線工事 EM-CE3.5ｓｑ-2C 20.0 ｍ

ＳＵＳ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽＳＳ形防水 200×200×100 1.0 個

埋設標識シート シングル（W)150 18.0 ｍ

地中埋設標 ｺﾝｸﾘｰﾄ製 2.0 個

高所作業車 8から10ｍ/バケット付き 1.0 日

調査費､補材、工賃含む

既存ｷｭｰﾋﾞｸﾙ改修 ＭＣＣＢ2Ｐ50ＡＦ（100Ｖ）増設 1.0 式

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

20ｍ 掘削工事 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13ｍ3

　 根切リ(機械） Ｗ500×Ｈ600 5.0 ｍ3

20ｍ
　 埋戻し（機械） 5.0 ｍ3

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13ｍ3 1.0 日

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

2 電灯設備撤去工事　　

A Ｖ型

照明器具 ＦＬ４０ｗ×2 11.0 台

B

照明器具 露出型同上LED 3.0 台

C H型

照明器具 FL40ｗ×2 2.0 台

D Ｖ型

照明器具 ＦＬ20ｗ×1 7.0 台

E

照明器具 露出型同上LED 3.0 台

F ウォールライト

照明器具 FL20ｗ×1 1.0 台

G ｼｰﾘﾝｸﾞライト

照明器具 レフランプ250ｗ 3.0 台

H 埋込250角

照明器具 FCL30ｗ 1.0 台

I ﾌﾞﾗｹｯﾄ

照明器具 ＦＬ20ｗ×1 1.0 台

J 誘導灯

照明器具 C級 2.0 台

K ｱｰﾑ形ﾌﾞﾗｹｯﾄ

照明器具 HF100ｗ 1.0 台

露出スイッチ 1P15A×1 2.0 個

ｃ 埋込スイッチ 1Ｐ15Ａｘ1 4.0 個

埋込スイッチ 1Ｐ15Ａｘ2 4.0 個

埋込スイッチ 1Ｐ15Ａｘ3 2.0 個

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

埋込コンセント 2Ｐ15Ａｘ1 15.0 個

埋込コンセント 2Ｐ15Ａ×2 12.0 個

　 防水ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 1.0 個

（電力会社へ返却）

積算電力計 単相3線式／30Ａ 1.0 個

収納ボックス （電力会社へ返却） 1.0 個

主）ＥＬＢ3Ｐ50Ａ

電灯分電盤（樹脂製） 分岐）2Ｐ20Ａｘ14回路 1.0 面

ﾌﾟﾗﾎﾞｯｸｽ 2Ｐ20Ａｘ2 1.0 面

漏電警報器 1.0 個

消火器 粉末10型 3.0 個

サーモスタット 2.0 個

（電力会社へ返却）

ＤＶ線    （施工費） ＤＶ22ｓｑｘ3Ｒ　 （14ｍ） 1.0 径間

高所作業車 8m～10m 1.0 日

硬質ビニル電線管撤去 （ＶＥ22） （再使用しない） 3.0 ｍ

管内

ケーブル撤去 ＳＶ14ｓｑ-3Ｃ （再使用しない） 3.0 ｍ

コロガシ

　 ケーブル撤去 ＳＶ22ｓｑ-3Ｃ （再使用しない） 8.0 ｍ

スピーカー 壁掛形 4.0 個

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

ホーン形スピーカー 1.0 個

　 アッテネータ 2.0 個

光る埋込スピーカー 2.0 個

　 インターホン親機 1.0 個

インターホン子機 1.0 個

ﾍﾞﾙ150Φ 1.0 個

電話プレート 1.0 組

テレビ整合器プレート付 3.0 組

マイクJ 1.0 組

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

3 発生材処分

スクラップ 積み・運搬・処分 1.0 式

蛍光管 積込・運搬・処分 1.0 式

廃プラスチック類 積込・運搬・処分 1.0 式

非鉄スクラップ ２号銅線 1.0 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

増田西児童ｾﾝﾀｰ高館分館旧館解体工事　

M 機械設備工事

1 空調設備撤去工事 1 式

2 換気設備撤去工事 1 式

3 衛生器具設備撤去工事 1 式

4 給水設備撤去工事 1 式

5 排水設備撤去工事 1 式

6 給湯設備撤去工事 1 式

7 ガス設備撤去工事 1 式

8 発生材処分 1 式

計

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格

1 空調設備撤去工事

空調・暖房機器撤去 1 式

空調配管撤去 1 式

化粧ｶﾊﾞｰ（樹脂製）撤去工事 1 式

計

仕　　　　　様 摘　　　要

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

2 換気設備撤去工事

換気機器撤去 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

3 衛生器具設備撤去工事

衛生器具撤去 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

4 給水設備撤去工事

(1) 屋内給水設備撤去工事 1 式

(2) 屋外給水設備撤去及び新設工事 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

4 給水設備撤去工事

(1) 屋内給水設備撤去工事

給水配管撤去 1 式

保温材撤去 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

4 給水設備撤去工事

(2) 屋外給水設備撤去及び新設工事

給水配管撤去 1 式

機械

根伐 BH=0.13m3 34 ｍ3

機械

埋戻 BH=0.13m3 34 ｍ3

新設横水栓 キー式　13A-F12 1 個

新設不凍水栓柱 13A×1200H 1 個

配管分岐費 樹脂管類　保温なし　13Ａ 1 か所

新設止水栓 13A 1 個

新設逆止弁 13A 1 個

新設量水器筐 1 個

量水器取付費 13A 1 箇所

新設ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 13PP（土中配管） 1 ｍ

タンパ運転 60～80kg 1 日

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 BH＝0.13m3 1 日

運搬機械運転（ﾄﾗｯｸ） 普通用　2t積 1 日

計

13A FRP製（耐寒型）

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

5 排水設備撤去工事

(1) 屋内排水設備撤去工事 1 式

(2) 屋外排水設備撤去工事 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

5 排水設備撤去工事

(1) 屋内排水設備撤去工事

排水配管撤去 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

5 排水設備撤去工事

(2) 屋外排水設備撤去工事

排水桝撤去 1 式

排水配管撤去 1 式

タンパ運転 60～80kg 1 日

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 1 日

運搬機械運転（ﾄﾗｯｸ） 普通用　2t積 1 日

機械

根伐 BH=0.13m3 37 ｍ3

機械

埋戻 BH=0.13m3 37 ｍ3

新設給水管キャップ止 100A 1 か所

100Φ×150φ×400ｈ

新設雨水浸透桝 （塩ビ蓋付） 1 箇所

計

BH＝0.13m3

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

6 給湯設備撤去工事

給湯配管撤去 1 式

給湯保温材撤去 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

7 ガス設備撤去工事

ガス配管類撤去 1 式

計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

8 発生材処理

陶器・ガラスくず積込 人力 0.17 ｍ3

廃プラスチック積込 人力 1.7 m3

コンクリートくず積込 機械 1.8 m3

陶器・ガラスくず運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 0.17 ｍ3

廃プラスチック運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 1.7 m3

コンクリートくず運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟ2t車 1.8 m3

陶器・ガラスくず処分費 0.17 ｍ3

廃プラスチック処分費 1.7 m3

コンクリートくず処分費 ｺﾝｸﾘｰﾄ有筋 1.8 m3

小　　　　計

-宮城県名取市-



記号 名　　　　　　　称 数　　量 単位 単　　価 価　　　格仕　　　　　様 摘　　　要

空調機フロン回収費 冷房能力  7.1KW 2 台

空調機フロン回収費 冷房能力　4.0KW 2 台

FF油暖房機　機器処分費 2 台

壁付換気扇　機器処分費 6 台

ガス給湯器　機器処分費 １６号 1 台

ガス給湯器　機器処分費 5号 1 台

空調機（室内・室外機共）

機器処分費 冷房能力  7.1KW 2 台

空調機（室内・室外機共）

機器処分費 冷房能力　4.0KW 2 台

積込・運搬費 1 式

小　　　　計

計

-宮城県名取市-



増田西児童センター高舘分館旧館

： 増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

： 名取市高舘吉田字長六反１１７－３

位 置 図

工 事 名

工 事 場 所

名取支援学校

高舘小学校

Ｎ

県道118号（名取村田線）



名取市

環境デザイ ン工房有限
会社

設 計 図
No
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ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

塗装工事
内装工事

建具工事

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。

・

・　外構工事特記仕様書
・　電気設備工事特記仕様書

・　植栽工事特記仕様書
・　機械設備工事特記仕様書
・

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

２．適用基準等

７　別  途  工  事

８　そ　　の　　他

・　建設工事執行規則(昭和39年3月宮城県規則第9号）

登録

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）３．工事実績情報 [1.1.4]

・バルコニー施工（金属バルコニー工事作業）

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・左官（左官作業）

・塗装（建築塗装作業）

・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）

・カーテンウォール施工（金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業）

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
左官工事

・建築板金（内外装板金作業）
金属工事 ・内装仕上施工（鋼製下地工事作業）

舗装工事
・配管（建築配管作業）
・表装（壁装作業）

排水工事

・造園（造園工事作業）植栽工事

・建築大工（大工工事作業）木工事
・タイル張り（タイル張り作業）タイル工事

石工事 ・石材施工（石張り作業）

防水工事

            ・合成ゴム系シート防水工事作業

            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

            ・塩化ビニル系シート防水工事作業

屋根及びとい工事
・建築板金（内外装板金作業）

７．完成図等

工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。
保険の種類
保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

※　建設工事保険 ・
・

１．仮囲い
・  万能鋼板  （H=          ）
・  単管シート（H=          ）
・  防音パネル（H=          ）
・  パネルゲート  （W=          H=          ）×      箇所
・  シートゲート  （W=          H=          ）×      箇所

・  防音シート（H=          ）

・  設けない

２．騒音、防塵等
の対策

[2.2.1]
・　防音パネル

・　設けない

３．交通誘導員

４．監督職員
事務所

・  設ける
・  既存建物内の一部を使用する。
・  構内に新設する  （規模          ㎡程度）

※  設けない

５．工事表示板

※  建設リサイクル法による標識を設置する。

・  備え付ける備品  （                             ）

２
　
　
　
仮
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

・  波形鉄板  （H=          ）

・　火災保険

・　配置しない

・　事業コスト表示板　　設置枚数　　枚
※　工事表示板　　　　　設置枚数　１枚　

※  設ける  （位置、延長等は図示）

※　設ける（適用範囲、高さ等は図示)
・　防音シート ・　養生シート

※　配置する（　　日　×　　人　＝　　　人日）

９．火災保険等

内部足場 ・設置する　　（・　　　　　※脚立，足場板等）
・設置しない

　・材料，撤去材等の運搬方法
　　　種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種）

　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　　　（　　　　　　　　）
　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター　　（　　　　　　　　）

 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

３．

  
  
解
 　
  
 体
　
　
　
施
　
　
　
工
　
  

１．解体工法
シートや散水等により騒音・振動の減少、粉塵の防止に努めること。

（建設リサイクル法規則第２条）」による。

※  解体工法は，低振動・低騒音型の機械器具等の選定を心がけ，防音

※  解体方法及び手順は，「分別解体等に係る施工方法に関する基準

・  酸素・アセチレン・軽油等の危険物は所定の位置に施錠できる小屋等に
保管すること。

・  作業通路は，指定通路表示を行い，足場等の堅固なもので頭上の保護を
行うこと。

・  建物周辺は，粉塵防止や火災発生に備えて散水を行うこと。

10．その他

・  工事に関係部分の出入の表示を行うこと。

[2.3.1]

により作成する。

備考所在地(Km)種　　類 処理施設名称等
・CCA処理木材

含有石膏ボード
・ヒ素又はカドミウム

＜対象となる石膏ボード＞
小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に

製造されたもの
日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に

[4.5.1]

・　

３．最終処分 ・（安定型)
備考所在地(Km)受入施設名称等種　　類
[4.4.3]

２．産業廃棄物
広域認定制度
の活用

種　　　類 所在地等（ｋｍ）
[4.4.2]

ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。
また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

１～３の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する

・（管理型)　(遮断型）
備考所在地(Km)受入施設名称等種　　類

４．処分に注意を
要する
建設廃棄物

）

㎡

Ⅰ　工  事  概  要

１　工事番号・名称
２　工　事　場　所
３　用途地域等

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　　　　　　　）
防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（

４　主　要　用　途
５　敷　地　面　積
６　工 事 の 概 要

・　宮城県建設工事元請・下請関係適正化要綱
・　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部　令和5年版）及び

工事写真撮影ガイドブック（国土交通大臣官房官庁営繕部監修　令和5年版）

※　作成する

分　類
※カラー
・白黒

※Ｌ
サイズ

・２Ｌ
・六切り

撮影箇所数

撮影要領の
完成写真程度

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）
・フリーアルバム

ポケット式程度

・

提出様式部  数

※１部
・  部

※工事用アルバムA4版

８．完成写真
営繕工事写真撮影要領により、完成届に添付する完成写真とは

別に次のものを原本（電子媒体）とともに監督職員に提出する。

※営繕工事写真

　アルバムは、監督職員との協議により紙媒体又は電子媒体とする。

　営繕工事における工事及びコスト表示要領（令和6年4月1日宮城県土木
部営繕課・設備課制定）により設置する。

　なお、原本は、DVD-R等で提出すること。

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様
１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の
「建築物解体工事共通仕様書(令和4年版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）による。

（以下「改修標準仕様書」という。）による。
なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。

「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。
３）特記事項に記載の［　］、（　）及び＜　＞内の表示番号は、それぞれ「解体共通仕様書」、

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

１．一般事項
上、指示に従うこと。

・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の

・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事
の円滑な進捗をはかること。

職員に提出すること。

・　施工体系図を現場に掲示すること。
・　工事着手前及び完成時に、以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

状況（地盤、擁壁、内外壁、床、建具等）を調査・記録し、報告書を監督

調査範囲　　※　図示
※調査に先立って調査計画書を作成し監督職員の確認を受けること
※工事に伴う環境調査要領 平成28年4月（東京都建設局編集）による

営繕工事完成引渡要領（令和7年4月1日宮城県土木部営繕課・設備課）

※　敷地の完成図面　JWW形式又はDXF形式のCADデータ
※  白焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　　　　　　　　２部

及びPDFデータ　　　　 　　 DVD-R等２部

・防水施工　・アスファルト防水工事作業

            ・シーリング防水工事作業
            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業 

・内装仕上施工　・プラスチック系床仕上工事作業

・路面表示施工　・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業 

                ・木質系床仕上工事作業
                ・ボード仕上工事作業 

建　築　物　解　体　工　事　特　記　仕　様　書　【令和８年４月版】

ただし、「解体共通仕様書」に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書（令和7
年版）」(以下「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書(令和7年版）」

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省令和5年12月改定）」によるものとし、設置については「手すり先行工

ｼｽﾃﾑ(ｺﾘﾝｽﾞ)の 受注時、登録内容の変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を
受け、契約締結後、配置技術者の変更後、変更契約締結後及び工事完成後の

技術者
※　適用しない・　適用する４．電気保安

５．事故報告

[1.3.3]

[1.3.8]

６．技能士
 ・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は単一級技能士を配

 ※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
    置する。

   士を配置する。

工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも
に，監督職員から指示があった場合は「事故報告書」を指示する期日までに
監督職員に提出する。

［1.6.2］

・　適用しない

10日以内に登録手続きを行い、工事カルテの受領書を、監督職員に提出する
こと。

仮設工事 ・とび（とび作業）

・型枠施工（型枠工事作業）
・鉄筋施工（鉄筋組立作業）

・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
 技能検定職種（技能検定作業）

コンクリート工事
鉄筋工事

以下の該当工事
　工　事　種　目

コンクリートブロック・ALCパネル
・押出成形セメント板工事

鉄骨工事 ・鉄工（構造物鉄工作業）
・コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）

４
　
　
建
　
　
設
　
　
廃
　
　
棄
　
　
物
　
　
の
　
　
処
　
　
理

杭の解体

杭の解体工法
・　引き抜き工法　（・　振動　　　・　ケーシング　　　・　　　　　)
・　粉砕による解体

埋設配管
地下埋設物及び埋設配管の解体

解体後の埋戻し及び盛り土
・　行う

埋戻し及び盛土の材料
・　Ａ　種 ※　Ｂ　種 ・　Ｃ　種 ・　Ｄ　種

整地の高さ ・　現状ＧＬ

・
埋戻し範囲 ・　図示による

　で破砕したもの（粒径４０㎜以下）を使用する。
・　構造物撤去等により自現場で発生するコンクリート塊を現場内

m3
Ｃ種の場合

建設発生土受入れ量
発生場所
受入条件

・　行う（図示による）

[3.9.2]

樹木の伐採伐根　　　　　　　　・　行う（図示による）
樹木の移植　　　　　　　　　　・　行う（図示による）

[3.11.1]

[3.12.1]

(3.2.3)(表3.2.1)

(3.2.5)

１．再資源化等
中間処理施設又は

種類

・蛍光ランプ
HIDランプ

管・継手

建設廃棄物の

種類

再資源化施設の名称等
所在地

（ｋｍ）

種　　　類 利用する場所(箇所)等
現場利用する再資源化された建設廃棄物

建設廃棄物の

※　鉄筋コンクリートを現地で破砕し，再生材クラッシャラン（0～40）とし

　　こととし，すりへり減量を50％以下にすること。
　て利用する場合は，標準仕様書(表22.3.3)の再生材クラッシャランによる

・コンクリート及び
鉄から成る建設資材

・金属類

・木材

・小形二次電池

所在地
（ｋｍ）

再資源化施設の
名称等

・する
・しない
・する
・しない
・する
・しない

有無

・硬質ポリ塩化ビニル

［1.3.10］[4.4.1]

[4.4.1]

[4.4.1]

・　図示による

 ・　構内指示の場所に敷きならす。
 ・　構内指示の場所にたい積する。

　　　　 受入れ施設名・所在地（km）
 ・　構外指示の場所に搬出する。

 　　　　調査範囲及び項目　※図示　　調査

　　処理

 ・　土壌汚染対策法に基づく特定有害物質の含有を調査する。

・　行う　（・杭頭から　　　ｍまで　　　※全長　）

[3.13.1]

※　行う（図示による）

提出し，承諾を得ること。

２．施工計画書等
工程表・施工計画書・仮設計画書等は，工事契約後速やかに監督職員に

[1.2.1～2]

[1.5.2]３．施工数量調査

４．杭

５．樹木等

６．地下埋設物の

７．解体後の整地

８．建設発生土の

９．有害物質含有

縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

建築物解体工事特記仕様書-1

A-01

東京石灰工業（株）

東京石灰工業（株）
コンクリート

・アスファルト、

・ガラス、陶器類

空港リサイクルセンター
㈱イーストコア

再資源化の

空港リサイクルセンター

・混合ガラ

(株)イーストコア

1.8ｋｍ

1.8ｋｍ

（株）昭和羽前建設工業

仙台環境開発（株）最終処分場 22.2ｋｍ

11.5ｋｍ

11.5ｋｍ

26.3ｋｍ

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

市街化調整区域

児童ｾﾝﾀｰ（旧高舘幼稚園)

名取市高舘吉田字長六反117-3

約1,845

(木造平家建　延べ面積275㎡）
①増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館　解体工事一式

2.0ｍ

(　・　人日は図示による）

 　　　　　　　　・ 利用できない
６．工事用水  構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

７．工事用電力  構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）
 　　　　　　　　・ 利用できない

※　指定しない　　・　指定する（図示）８．工事用通路

・外部足場
・　　　　　　　　）

・設置しない

・設置する　　（設置範囲　・工事に必要な範囲

・設置する　　（設置範囲　・工事に必要な範囲
・　　　　　　　　）

・設置しない

<表2.2.1>

防護シート

９．足場等 <2.2.1>

※撤去時に上記に当てはまらい石膏ボードであることを確認すること

２．特別管理産業
廃棄物等の

所在地等（ｋｍ）処分場の名称特別管理産業
廃棄物の種類

仕様等（型式、厚さ、数量）材　料　名 調査の範囲

・　工事対象範囲
※　図示

・　廃石綿

３．PCBを含む
機器類等

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器

PCB含有シーリング材

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に
納めて適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員を通じて保管事業者に
引き渡す。

４．特殊な建設
副産物の回収
及び処分

・フロン

保管場所・処分場の
所在地等処分場の名称等

回収業者又は
名称

対象機器回収又は処分を行う
副産物の種類

・ハロン
・イオン化式感知器
・六フッ化硫黄(SF6)ガス

・　無

・　無
・　有（施工範囲は図示）

・　有（数量は図示）

[7.3.1]

[5.1.3][1.2.2]
※　種類別に具体的な処理計画を定め施工計画書に記載する。

処理計画

[5.4.1]

[5.4.1]

５
　
　
特
　
別
　
管
　
理
　
産
　
業
　
廃
　
棄
　
物
　
処
　
理

１．施工計画調査 [1.5.1][5.1.2]

製造されたもの

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

２～４の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

(石綿板） 大塩最終処分場
矢本ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ(株)

53ｋｍ

5.3ｋｍ（株）アローメタル

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

１．石綿含有建材
　　の除去工事

　施工調査
　　※石綿含有建材の事前調査
　　　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって
　　　　石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料等の使

　　　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　用の有無について調査する。
　　　　調査範囲（※施工範囲全て　　・図示　　　　　　　　）

６
　
　
ア
　
ス
　
ベ
　
ス
　
ト
　
含
　
有
　
建
　
材
　
の
　
除
　
去

　・分析による石綿含有建材の調査
　　分析対象
　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、
　　　クリソライト、クロシドライト、トレモライト

　・
　・
　・

　　   定性分析方法  　　
     JIS A 1481 または
       JIS A 1481-2

　　　　定量分析方法
　　　JIS A1481-3または
　　　　JIS A 1481-4
　・　　　　　　　　箇所
　・　　　　　　　　箇所
　・　　　　　　　　箇所

　　分析方法

　　材　料　名

　　サンプル数　　1箇所あたり３サンプル
　　採取箇所　　　・図示　　　　・　

　・自動測定器による測定
　測定方法

　　測　定　名　称
粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、パーティ
クルカウンター、繊維状粒子自動測定器（リアルタ
イムファイバーモニター）等の粉じんを迅速に測定
できる機器を用いた測定

　　　　　　　　　測　定　方　法

　　・測　定　４
　　・測　定　５　

　測　定　名　称
フィルタ直径(mm)
メンブレン 試料の吸引流量

(L/min)
試料の吸引時間

(min)
　・測定４　　・　
　・測定５
　・測定

　・測定
　・　
　・測定
　・　

47

25 5

10

10

30

120

240

　・JIS K 3850-1に基づいた測定

　・石綿粉じん濃度測定

　　　　　測定個所数
 適用

　測定
　名称

 処理作業後シート
撤去後1週間以降

 測　定　時　期

 調査対象室外部の付近

　　測　定　場　所

 処理作業室内

 処理作業室内

ゾーン入口
セキュリティ

集じん・排気装置
の排出口（処理作
業室外の場合）
処理作業室外
・施工区画周辺
・敷地境界

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部の付近

出口吹出し風速
1m/sec以下の位置

・計　　　　点
・計　　　　点
・計　　　　点

・計　　　　点

・計　　　　点

・計　　　　点

・計　　　　点
・計　　　　点

処理作業後
（シート養生中）

処理作業前

処理作業中

　・　
　・　
　・　

　・　

　・　
　・　

 測定１
 測定２
 測定３

 測定４

 測定５

 測定６

 測定７

 測定８
 測定９

　・

　・

　・

　測定点　測定時期、場所及び測定箇所数

25

石綿含有建材の処理 　

除去対象範囲
・図示による　　・ 

除去工法
※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 　　
・

※湿潤化　　・固形化 　　　
除去した石綿含有吹付け材等の処分　
・埋立処分(管理型最終処分場)　　　
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

を含む）の除去 　

[1.4.1]

[6.1.3]<9.1.1>

・石綿含有吹付け材（石綿含有保温材等を切断又は破砕して除去する場合

・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去
除去対象範囲
・図示による　　・ 

除去工法

除去した石綿含有保温材等の飛散防止 
※湿潤化　　・固形化

除去した石綿含有保温材等の処分　
・埋立処分(管理型最終処分場)　　　
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

※手ばらし

[6.4.1～4]<9.1.4>

[6.3.1～4]<9.1.3>

・図示による　　・ 
隔離養生（負圧不要）方法
・図示による　　・ 
足場
・図示による　　・ 
除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分
・埋立処分(安定型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去対象範囲
・石綿含有けい酸カルシウム板第一種の切断、破砕等による除去

[6.5.1～4]<9.1.5>

除去対象範囲
・図示による　　・ 

・石綿含有成形板の除去（石綿含有けい酸カルシウム板第一種の手ばらし
による除去を含む。）

除去した石綿含有成形板の処分
・石綿含有せっこうボード

※埋立処分(管理型最終処分場)
・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

・埋立処分(安定型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・　

除去対象範囲
・図示による　　・ 
除去工法
・
養生方法
・
除去した石綿含有仕上塗材の処分
・埋立処分(安定型最終処分場)
・埋立処分(管理型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

[6.5.1～4]<9.1.5>

[6.6.1～4]<9.1.6>

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事
A-02

建築物解体工事特記仕様書-2

集塵装置付き(HEPAﾌｲﾙﾀｰ対応)ﾃﾞｲｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工法

４

４

　・測定
６
７

・石綿含有仕上塗材（下地調整材）の除去

図示による

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水,接着剤　・　　　　　　箇所
　・　　　　　　箇所
　・　　　　　　箇所

1



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

2026.

西暦1974年(S49年)竣工

解体建物

岩沼警察署高舘交番
名取市消防団
高舘分団第2部

A2:S=1/500

A3:S=1/705

案内図・全体配置図

拡大図

出典:地理院地図

出典:地理院地図

工事場所：名取市高舘吉田字長六反１１７－３
(高舘放課後児童クラブ　旧高舘幼稚園)

Ｎ

歩道

歩道

市道

県道　仙台岩沼線

全体配置図 S=1/500

A-03

キューピクル

門扉

校　庭

高舘放課後
児童クラブ

１Ｆ：

通路

学校側

高　舘　小
　学　校

(学校側)
屋外トイレ

既存のまま

Ｎ

ｷｭｰﾋﾟｸﾙから既存ﾄｲﾚの配線･配管工事に関わる注意事項

・学校側及び児童クラブの行事について事前に協議把握し、学校及び

児童クラブ側に連絡、調整を行うこと。

・工事は、学校及び児童クラブの休校に行うよう、事前に学校側及び

児童クラブの指示に基づいて安全に工事を進めること。

・工事範囲は、カーラーコーン及びコーンバー等を設置し、部外者に

防
球
ネ
ッ
ト
H=5.0m

防
球
ネ
ッ
ト
H=5.0m

門扉

(電
気
設
備
工
事
)

配
管
・
配
線
工
事

注意喚起等を促すこと



片開き門扉

縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

2.0か月

仮囲い：万能鋼板Ｈ＝2.0m　L=137ｍ

指定仮設工事リスト

2.0か月

2.0か月

140ｍ2敷き鉄板　　t=22

Ｈ＝1.8mキャスターゲート 間口＝6.0m

(参考)

交通誘導員　2人×60日＝120人日

Ｌ＝2000

※機械設備工事

樹木

菜園

物置

物置

(ﾌﾟﾚﾊﾌ
ﾞ)

18,200

9
,
1
0
0

910

26,390

岩沼警察署高舘交番

市道

道
路
境
界
線

解体建物

西暦1974年(S49年)竣工

滑り台

ブランコ

物置

物置

物置

(木造)

H=1.8m(水下)

H=2.0m

(ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ)

物置

(ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ)

H=2.0m

遊具タイヤ

(既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存の
まま)

(既存のまま)

(小学校側)

トイレ

フェンス

(既存のまま)

樹木

(既存のまま)

(既存のまま)

名取市消防団

高舘分団第2部

(既存のまま)

量水器

2
,
7
3
0

最終桝

BM±0

BM-5

BM-45
BM+5

隣
地
境
界
線

BM+10
BM+30

BM-35 BM-75

BM-50

隣地境界線

BM-405

(土留天端)

(土留天端)

BM-250

BM-265

BM+90

ポーチ

テラス

(撤去･処分)

BM-45

BM+345

BM+105

(撤去･処分)

BM-65

BM+5

BM-300BM-90

BM-30

BM-75 BM-45

(土留天端)

BM-265

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH950

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

BM-50

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 (撤去・処分)

(撤去・処分)

BM-90

BM-75

雨水桝 (撤去･処分)

(撤去･処分)

雨水桝

(既存のまま)

埋
設
管
10
0Φ

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
H
9
5
0

(
既
存
の
ま
ま
)

(撤去･処分)

片開き門扉

BM-295

(撤去･処分)

20,930 5,460

26,390

樹木

(撤去･処分)雨水桝

BM-45

(枝切3本､その他既存のまま)

2.2m

2.
22
m(撤去

･処分)

(撤去
･処分)

(撤去

･処分)

2.
26
3
m

1.
82
m

3.05m

(撤去･処分)

下足入

テラス

足洗い
190

19
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀H1200

雨水桝

(撤去･処分)

(撤
去
･処
分
)

雨水桝

(撤去･処分)

BM-45(土留天端)

※機械設備工事

汚水桝

※機械設備工事 ※機械設備工事
※機械設備工事

※
機
械
設
備
工
事

RC壁
RC壁

H=2.16m(水上)

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ一時撤去

Ｕ型側溝(240)

隣
地
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸ
塀

BM-45

BM-105

一部ﾌﾞﾛｯｸ撤去 範囲

タイヤ

1000Φxｔ230+

(撤去･処分)

1600Φxｔ450

樹木

(既存のまま)

※機械設備工事

雨水桝 (撤去･処分)

(既存のまま)

門扉

Ｎ

配置図・指定仮設工事リスト

A-04

A3:S=1/211

A2:S=1/150

2026.

ﾈ
ｯﾄ
ﾌｪ
ﾝｽ
一
時
撤
去

ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸ撤
去

範
囲

(撤
去
・
処
分
)

塀
及
び
ﾎﾟ
ｰﾁ

Ｌ
＝
54
20

キャスターゲート

仮囲い：万能鋼板Ｈ＝2.0m

敷地出入口

車両等

桝450ｘ450
(深さ600程度)
(撤去･処分)
※機械設備工事

配置図(撤去図）・指定仮設図S=1/150

仮囲い：万能鋼板Ｈ＝2.0m

フ
ェ
ン
ス

(既
存
の
ま
ま
)

仮囲い：万能鋼板Ｈ＝2.0m

(撤去･処分)

※機械設備工事

手洗

(撤去･処分)

樹木
(地面付近の切断･処分)

隣地境界線
(地面付近の切断･処分)

7,280

樹木x8ｹ所

通路
学校

学校敷地（校庭）学校敷地（校庭）

(撤去･処分) (撤去･処分)
足洗い



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

斜線範囲：建物解体後、現状ＧＬまでの復旧は発生土埋戻しとし、

　　　　　不足分は山砂埋戻しとする。

引渡し時の

敷地状況 引渡しすること

斜線範囲内の雑草は根から撤去し、落葉などは除去・清掃の上

整地工事リスト

BM+5

BM-75

菜園

樹木

物置

(ﾌﾟﾚﾊﾌ
ﾞ)

隣地境界線

18,200 910

26,390

7,280

岩沼警察署高舘交番

市道

道
路
境
界
線

滑り台

ブランコ

物置

物置

遊具タイヤ

フ
ェ
ン
ス

手洗

(既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既
存
の
ま
ま
)

(既存の
まま)

(既存のまま)

(小学校側)

トイレ

フェンス

(既存のまま)

樹木

(既存のまま)

(既存のまま)

BM-5

BM-45
BM+5

BM+10

BM-35 BM-75

BM-405

(土留天端)

BM-250

BM-295

BM-65

BM-300BM-90

BM-30

名取市消防団

高舘分団第2部

BM-405

(土留天端)

BM-265

BM-45BM-75

BM+5

BM+5

BM+5

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ (既存のまま)

山砂

BM-45

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
H
9
5
0

(土留天端)

最終桝

BM±0

(既存のまま)

雨水浸透桝

(新設)

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH950 (既存のまま)

(既
存
の
ま
ま
)

隣
地
境
界
線

BM-75

BM-265

(土留天端)

BM-45

(既存のまま)

樹木

樹木

(枝切3本､

その他既存のまま)

1
7.
4
ｍ

27.5ｍ

4.
2ｍ

1.4ｍ

(既
存
の
ま
ま
)

隣地境界線

BM-90

BM-90

範
囲

ｺ
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄ
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸ新
設

+ﾈ
ｯﾄ
ﾌ
ｪﾝ
ｽH
12
0
0

新
設
門
扉
(両
開
W3
.0
m）

BM-45(土留天端)

ﾈｯ
ﾄﾌ
ｪﾝ
ｽ
再
設
置

Ｌ
＝
54
20

※機械設備工事

建物解体範囲

転圧のこと

周囲現状レベル摺りつけまで埋戻し

BM-75

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
H
9
5
0

BM-260

BM-260

BM-45

Ｌ＝2000

BM-105

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ再設置

基礎新設

一部ﾌﾞﾛｯｸ及び

範囲

BM-50

(既存のまま)

門扉

Ｎ

整地計画図

整地計画図 S=1/150

A-05
2026.

A3:S=1/211

A2:S=1/150

学校敷地（校庭）
学校敷地（校庭）

通路
学校

(既存のまま)
量水器

散水栓新設
(新設)

※機械設備工事



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第10010107号

2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

兼ホール

玄 関

職員室

保育室

保健室

倉 庫

トイレ

洗面室

シャワー室

室　　　名

内 部 仕 上 表

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　塗装仕上

一部フローリングt12+合板t12下地

フローリングt12

合板t12下地

フローリングt12

合板t12下地

フローリングt12

合板t12下地

フローリングt12

合板t12下地

床

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り

一部木製H60

木製H60

塩ビ製H60

塩ビ製H60

モルタル

モルタル

モルタル

木製H60

巾　木

プリント合板ｔ4

プリント合板ｔ4

ビニルクロス張り

合板t3.0+t5.5下地

ビニルクロス張り

合板t3.0+t5.5下地

合板張りt3.0+ｔ3.0下地

モルタル塗　塗装

モルタル塗　塗装

モルタル塗　塗装

壁

ビニルクロス張り

石膏ボードt9.5

化粧石膏ボードｔ6.5

ビニルクロス張り

石膏ボードt9.5

化粧石膏ボードｔ6.5

石膏ボードt9.5

石綿板t5 塗装仕上

石綿板t5 塗装仕上

石綿板t5 塗装仕上

天　　　井

木製H40x15

木製H40x15

木製H40x15

木製H40x15

木製H40x15

廻縁

2,400

2,450

2,800～

3,200

2,450

2,300

2,300

2,300

2,300

天井高

木製下足入：W1280*H1570*D300

黒板：W1800*H900、

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ：W8840*H2300、黒板：W3650*H2050、

掲示板：W2610*H1450*2ヵ所、W1200*H1450、W1200*H1200、W3600*H1200、

掲示板：W2000*H1200、W1750*H2050、W1750*H2050

上部木製棚：L1800*D330*t5、L2600*D330*t5

床下点検口、天井点検口

木製防護柵：L1150*H850*2ヵ所

黒板：W3600*H1200

大便器4ヵ所、手洗器2ヵ所、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

鏡：300*550*2ヵ所

手洗い：W3200*D380*H500、　流し台：W1200*D550*H800、　瞬間湯沸かし器

シャワーカーテン、換気扇

備　　　考

屋　根

樋

軒　天

外　壁

外部建具

基 礎

テラス

物 置

外　部　仕　上　表

物置(木造)　　1棟撤去・処分

プレハブ物置　　2棟撤去・処分

塩ビシート防水

石綿板t5　塗装

アルミサッシ

鉄筋コンクリート布基礎

床：エポキシ樹脂系塗床、ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　　屋根：波板ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板　　

支柱：鋼製75φ　　鋼製下足入：W1490*D350*H1080*2ヵ所

石綿含有建材や施工調査について

結　果部　位項　目

１．設計時に行った事前調査及びその結果

２．施工請負会社が行う調査個所

外壁 ：　ﾓﾙﾀﾙ塗　塗装仕上及び下地調整材

外壁 ：　ﾓﾙﾀﾙ塗　ｱｸﾘﾙ系吹付仕上及び下地調整材

ﾃﾗｽ床：　ﾓﾙﾀﾙ下地　ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床仕上

玄関床： ﾓﾙﾀﾙ下地　塗床仕上

職員室天井：化粧石膏ボードｔ6.5

保育室県ﾎｰﾙ天井：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上　石膏ボードｔ9

ＷＣ壁：　ﾓﾙﾀﾙ塗、塗装仕上及び下地調整材

下地調整材に含有あり

含有なし

含有なし

調査方法等

含有なし

含有なし

含有なし

含有なし

含有なし

屋根シート防水及び接着剤
定性分析試験を行い報告書を作成し、監督員に提出すること

（※ｱｽﾍﾞｽﾄが含有していた場合は、除去方法や養生、測定の有無や位置及び時期を
監督員と協議の上、承諾を得てから適切に処理すること）

対象箇所

軒天・天井 石綿板

対象材料

アスベスト含有の可能性がある為、

裏面の印刷文字等の確認を行い撤去・処分すること。

※石膏ボード類はヒ素、カドミウム、

※石綿含有　みなし材

吹付材及び下地調整材(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)を除去する。

※ｱｽﾍﾞｽﾄ除去は､集塵機付き(HEPAﾌｲﾙﾀ備え付)のサンダー掛けを用い周囲に飛散しないよう

A2　S＝1/50

A3　S=1/71

＊下地調整材(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材）の除去養生

30
0

地面養生(ｱｽﾍﾞｽﾄ除去時)：
プラスチックシートｔ＝0.15ｍｍ
ｘ２重張り

30
0

作業床

根がらみﾊﾟｲﾌﾟ

手摺りパイプ

端部立上り300mm

両端部立上

両端部立上GL

防炎Ⅰ類　防音ｼｰﾄ張り

（建具、給気孔、換気扇フード類）

手摺りパイプ

くさび緊結足場W900

開口部等：プラスチックシートｔ＝０．１ｍｍ＋目張りを行うこと

防炎Ⅰ類　防音ｼｰﾄ張り

石綿含有建材調査結果表、足場参考図外部･内部仕上表、

屋根面養生(ｱｽﾍﾞｽﾄ除去時)：

※石綿板の撤去は、手作業で原形のまま解体する。

A-06

ＷＣ床：　防水ﾓﾙﾀﾙ塗、樹脂塗床仕上

ｶﾗｰ鉄板葺き　木毛ｾﾒﾝﾄ板ｔ22下地

一部窯業系サイディングt14、及び板張 塗装仕上

巾木：モルタル塗補修仕上げ

防水モルタル　樹脂塗床仕上げ

防水モルタル　樹脂塗床仕上げ

防水モルタル　樹脂塗床仕上げ

樹脂塗床仕上げ

樹脂塗床仕上げ

樹脂塗床仕上げ

流し台：W1200*D550*H800、吊戸棚：W1380*D360*H650

床養生(ｱｽﾍﾞｽﾄ除去時)

ｘ２重張り端部立上り300mm
プラスチックシートｔ＝0.15ｍｍ

床養生(ｱｽﾍﾞｽﾄ除去時)
プラスチックシートｔ＝0.15ｍｍ

3
00

両端部立上
ｘ２重張り 端部立上り300mm

プラスチックシート

ｔ＝0.1ｍｍｘ１重張り

足場及び養生　参考図　S=1/50

※足場を撤去擦る場合は､塗れ雑巾や高性能真空掃除機等で清掃後に解体し持ち出すこと。

軒樋：硬質塩ビ製半丸105,75　　竪樋：硬質塩ビ管50,75φ

木摺りt18　ラスシートモルタル塗　アクリル系吹付タイル

木摺りt18　ラスシートモルタル塗　塗装仕上
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2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

職員室

隣地境界線

3
,
6
4
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

2
,
7
3
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

1
1
,
8
3
0

9
1
0

倉庫
洗濯 保健室

玄関

9
1
0

2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

7
,
2
8
0

下足入

用具入

手洗

男子トイレ

女子トイレ

1,820 2,730 2,730 2,730 910 2,730 2,730 2,730 1,820 3,640 1,820

5,46020,930

26,390

455 6,825 4,550 5,460 3,640 4,550 910

1,365 2,730 2,730 2,730 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 2,730 1,820

7,280 18,200

テラス

撤 去 建 築 物

ｱｺｰﾃﾞｲｵﾝｶｰﾃﾝ
H2300

洗面

トイレ

ｼｬﾜｰ室

(撤去・処分)

(撤去・処分)

(撤去・処分)

足洗い 足洗い

上
部
棚

上
部
棚

流し･上部棚

ｱｺｰﾃﾞｲｵﾝｶｰﾃﾝ
H2300

掲示板 掲示板掲示板掲示板

掲
示
板

掲
示
板

黒
板

舗装
ｱｽﾌｧﾙﾄ

(撤去･処分)(撤去･処分)

(撤去･処分)

土間ｺﾝ
(撤去･処分)

ポーチ

ｺﾝ土間
(撤去･処分)

(撤去･処分)

(撤去･処分)

(既
存
の
ま
ま
)

(
既
存
の
ま
ま
)

(既存のまま)

量水器
(既存のまま)

既存屋外便所
(既存のまま)

(全て撤去･処分)

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH950

ﾈｯ
ﾄ
ﾌｪ
ﾝｽ
H9
5
0

ﾈ
ｯﾄ
ﾌ
ｪﾝ
ｽH
95
0

隣
地
境
界
線

W1
75
0x
H
20
50

W
36
50
x
H2
05
0

W1
7
50
xH
20
5
0

W2000xH1200W3600xH1200

W1200xH1200
掲示板

W1200xH1450W2610xH1450

W2610xH1450
掲示板

W3600*H1200
黒板

黒板
W1800*H900

縦樋75Φ

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置

物置

19
0

H＝900
RC腰壁

190

H＝900
RC腰壁

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀H1200

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀H1200

1775x320x90
受付台

受付台
1775x230x90流し

W1200xD550xH800

下足入
W1280xD300xH1570木製

ｽﾁｰﾙ製W2990xD350xH1080
(撤去･処分)

防護柵
木製H850

矢視Ａ

保育室兼ホール

矢視Ｂ
ア部

ア部

木製H850
防護柵

平 面 図 S=1/100
管柱　：105×105

間柱　：30×105＠455

筋違　105×45　シングル

筋違　105×45　ダブル

柱(ﾎｰﾙ内)　：210ｘ105

平面図

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

363

85
0

木製

矢視Ａ図 矢視Ｂ図

1,150
75ｘ25

75ｘ75

50ｘ25

木製防護柵詳細図　S＝1/30

ア 部

50ｘ50

A-07

(撤去･処分)

1,350

4
40

門扉H1000

凡例

※構造材の配置は参考とする

Ｎ
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2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

910 18,200 7,280 2,730 9,100

910 4,550 3,640 2,730

板貼

20,930 5,460

板貼

（木目調塗装品）
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=14横張り 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=14横張り

（木目調塗装品）

外壁 外壁

立面図（南） S=1/100全て撤去

支柱・桟・格子部
L-40ｘ40ｘｔ2.3

門扉：上下縦桟L-40ｘ40ｘｔ2.3

940
40

140230 440

1
,0
0
0

5
0

1
,0
0
0

5
0

立面図（北） S=1/100全て撤去

外壁
ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上

（※下地調整材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

外壁
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=14横張り
（木目調塗装品）

外壁
ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上塗装仕上

（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有なし）

ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上外壁

（※下地調整材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

立面図（西） S=1/100全て撤去

外壁
ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上塗装仕上

（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有なし）

外壁

（※下地調整材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上

ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上

（※下地調整材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

外壁

外壁
ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上

（※下地調整材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

外壁
ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上塗装仕上

（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有なし）

屋根：塩ビシート防水

竪樋：塩ビ製50Φ

ﾃﾗｽ屋根：波板ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

笠木：ｶﾗｰ鋼板

笠木：ｶﾗｰ鋼板

支柱：鋼製75Φ

板貼

外壁

（※下地調整材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上 外壁

（※下地調整材にｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

ﾗｽｼｰﾄ+ﾓﾙﾀﾙｔ20の上

立面図（東） S=1/100全て撤去

支柱：鋼製75Φ

吹付ﾀｲﾙ塗装 吹付ﾀｲﾙ塗装 吹付ﾀｲﾙ塗装

吹付ﾀｲﾙ塗装吹付ﾀｲﾙ塗装吹付ﾀｲﾙ塗装吹付ﾀｲﾙ塗装

笠木：ｶﾗｰ鋼板

笠木：ｶﾗｰ鋼板

鼻隠し：木板塗装 鼻隠し：木板塗装

2,730

20,930 5,460

S=1/100全て撤去
S=1/100全て撤去断面図断面図

40
0

40
0

立面図・断面図

笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

笠木：ｶﾗｰ鋼板

Ｌ2300ｘH240xt3
ｱﾙﾐ複合板
館銘板：

3,
95
0

2
,8
6
0

48
7

3
,7
484,
3
50

2
,6
00

3
,2
00

2
,2
0
0

2,
80
0

2,
30
0

1
,7
70

9
60

84
0

1
,8
1
0
75
3
40

倉庫保育室兼ホール保育室兼ホール保育室兼ホール 職員室

3
,2
00

3
,2
00

2,
80
0

2,
80
0

2,
30
0

最高高さ

4,
3
50

最高高さ

40
0

3,
95
0

▽FL±0▽FL±0

A-08

1,350外巾木：ﾓﾙﾀﾙ塗補修仕上

外巾木：ﾓﾙﾀﾙ塗補修仕上

ｶﾗｰ鉄板葺き+木毛ｾﾒﾝﾄ板ｔ22下地

小屋裏界壁両面：ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞｔ7.5+ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗ｔ15
小屋裏界壁両面：ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞｔ7.5+ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗ｔ15

片面：ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞｔ7.5+ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗ｔ15

軒樋：硬質塩ビ製半丸105　

竪樋：硬質塩ビ製75Φ

軒樋：硬質塩ビ製半丸75



保育室兼ホール

縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

A2　S=1/20

A3　S=1/28
増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

4
00

3
,3
70

▽FL±0

矩計図　S=1/20

倉　庫

2,730

3,
95
0

4
00

矩計図　S=1/20

矩計図

▽FL±0

GLGL

3
40

75
1,
81
0

▽最高高さ

屋根：塩ビシート防水

屋根：塩ビシート防水

90
9
0
2
5

ｱﾙﾐｻｯｼ

石綿板t5　塗装軒天：

垂木：60ｘＨ120＠455

ﾃﾗｽ床:エポキシ樹脂系塗床
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ:木製ｔ20

1
00

100

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上

105ｘ105
@1820

[-350x45xｔ4.5

木製廻り縁

15ｘ15

木
摺
り
t1
8

外壁

アクリル系吹付タイル

木摺りt18　モルタル塗

笠木：ｶﾗｰ鋼板

塗装仕上

野縁:36x36@606
野縁:36x36@910

波板ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾃﾗｽ屋根:

鼻隠し:木板

ｱﾙﾐｻｯｼ

巾木：木製

GL

200

柱間隔２間の場合　120×240
その他の場合　120×150

防風透湿ｼｰﾄ張り

構造用合板(ﾀｲﾌﾟⅠ)t=12

30×250

30×250

25
2
5

木製額縁

4
,3
50

笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35

木製額縁 ｱﾙﾐｻｯｼ

ｱﾙﾐｻｯｼ廻り：ｼｰﾘﾝｸﾞ

土台水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.35

ｱﾙﾐｻｯｼ廻り：ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=14（塗装品）

軒桁：米松

胴縁：杉18×455@455

ｼｰﾘﾝｸﾞ

職員室

塩ビシート防水屋根：

垂木：60ｘＨ120＠455

巾木：塩ビ製

(参考図) (参考図)

額縁：木製
25ｘ75

25ｘ130木枠： 木製引違い戸

105ｘ150 母屋90ｘ90＠910

105ｘ150

木製廻り縁

40ｘ15

壁：ﾌﾟﾘﾝﾄ合板ｔ4
ビニルクロス張り
合板t3.0+t5.5下地

合板張りt3.0+ｔ3.0下地

壁：ﾌﾟﾘﾝﾄ合板ｔ4

H=60

木部塗装鉄板加工

土台：120ｘ120土台：120ｘ120大引き：105*105@910土台：120ｘ120

根太：50*36@303 根太：50*36@303

2,
45
0

杉　特1等
SOP塗り野縁36×36@455

木製廻り縁

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=6.5

野縁:36x36@606
野縁:36x36@910
吊木:36x24@910

垂木40ｘ45＠455

A-09

吊木:36x24@910
垂木受け：30ｘＨ105

垂木：30ｘＨ90＠455

小舞：18ｘＨ30＠303

木毛ｾﾒﾝﾄ板ｔ22下地

※砕石以外は全て撤去 ※砕石以外は全て撤去

床：フローリングｔ12
ラワン合板ｔ12下地

床：フローリングｔ12
ラワン合板ｔ12下地

床：フローリングｔ12
ラワン合板ｔ12下地

ｼｰﾘﾝｸﾞ

巾木：モルタル塗補修

ｶﾗｰ鋼板葺き

木毛ｾﾒﾝﾄ板ｔ22下地
ｶﾗｰ鋼板葺き

ｶﾗｰ鋼板葺き
木毛ｾﾒﾝﾄ板ｔ22下地

軒樋：硬質塩ビ製半丸1050.269ｍ

750

250

60

207.2

石膏ボードｔ9.5張り

石膏ボードｔ9.5下地



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第10010107号

A2　S=1/100

A3　S=1/141

2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

建具表

・数量

記号・名称

建具表　S=1:100

見込

形状

仕上

硝子

備考

・数量

記号・名称

見込

形状

仕上

硝子

備考

・数量

記号・名称

見込

形状

仕上

硝子

備考

・数量

記号・名称

見込

形状

仕上

硝子

備考

引違いアルミサッシ

アルミ製 70

▽FL±0

アルミ製 70

AW

2

AW

1

アルミ製 70

AW

3
引違いアルミサッシ

アルミ製 70

AW

4
2 引違いアルミサッシ

アルミ製 70

AW

5

柱：105×105

6

単板ガラス　透明t3.0、腰：型t4.0

6

1,
81
0

2,560

柱：105×105

2,560

34
0

3枚引違いアルミサッシ

1
,1
90

3,475

4枚引違いアルミサッシ

単板ガラス　透明t3.0 単板ガラス　透明t3.0

クレセント2箇所

2

2,560

8
40

単板ガラス　型t4.0 単板ガラス　型t4.0

クレセント、網戸クレセント、中残、網戸 クレセント2箇所、網戸 クレセント、網戸

6

アルミ製 70

1
AD

1
引違い戸

クレセント、中残

単板ガラス　透明t3.0

1,
81
0

1,660

柱：105×105

アルミ製 70

クレセント、中残

単板ガラス　型t4.0、一部ｱﾙﾐ複合板

ｱﾙﾐ複合板

1
AD

引違い戸
2

引違木製サッシ 引違木製サッシ １

木製 同 左

WW

1

WW

2

1,650

1,
00
0

透明t3.0

1

FIX

透明t3.0

引違障子はガラスのみ(枠なし)

木製ｶｳﾝﾀｰ

1
1

2,
00
0

5,335

TB
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

アルミ枠、付属金物一式

2
,3
00

1,725

▽FL±0

2,
00
0

アルミ枠、付属金物一式

型t4.0

1
TB

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
2

t=33 同 左

---

引違い戸

敷居、レール、戸車

WD

1

WD

2

WD

3
引違い戸 1

木製

敷居、レール、戸車

1,
7
70

2,570

片開戸 2

鍵付き握り玉、蝶番

同 左

同 左

1

同 左

引違い戸
WD

4
2

木製換気ﾙｰﾊﾞｰ、敷居、レール、戸車

職員室

足洗い 足洗い

保育室兼ホール

倉庫洗面
洗濯 保健室

玄関

テラス

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
4

AW
5

AW
5

AW
5

AW
5

AW
5

AW
5

ポーチ

AD
1

AD
2

AW
4

WW

AW
3

AW
3

WW
1

2

1
WD

WD
2

WD
2

WD
3

WD
4

WD
4

トイレ

TB
1

TB
2

建具キープラン　

WD
5

同 左

引違い戸

敷居、レール、戸車

WD
1

5

▽FL±0

1,660

1,
7
70

1
,7
7
5

725

1,
7
70

825

1,660 1,675

1,
7
50

1
,7
85

1
00

2,600

2,
2
20

3
35

FIX

FIX

FIX

FIX FIX

1,660

84
0

透明t3.0 型t4.0 型t4.0

86
0

---

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ　カラー鋼板t0.5　　45(ﾊﾟﾈﾙ40)

1,
00
0

1,650

A-10

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ　ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　　45(ﾊﾟﾈﾙ40)



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

保育室兼ホール

職員室

10,920 5,460

3
,6
4
0

2,
73
0

4,
55
0

9
10

ポーチ

2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

1
,
8
2
0

7
,
2
8
0

10,010

天井伏図 S=1/100

A2　S=1/100

A3　S=1/141
増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

天井伏図

CH=2200 CH=2200 CH=2200

CH=2800 CH=2800 CH=2800

CH=3200 CH=3200 CH=3200

CH=2600 CH=2600 CH=2600ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(木製)ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(木製)

CH=2450

保育室兼ホール

倉庫
CH=2300

塗装仕上
CH=2450
保健室

石綿板ｔ＝5
塗装仕上

石綿板ｔ＝5
塗装仕上

化粧石膏ボードｔ6.5張り

化粧石膏ボードｔ6.5張り

玄関
CH=2400

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上 天
井
勾
配

下
り
壁

CH=2300
石綿板ｔ＝5

トイレ

塗装仕上

洗面
CH=2300

塗装仕上
石綿板ｔ＝5

石綿板ｔ＝5
塗装仕上

下
り
壁

木製廻縁:40ｘ15

木製廻縁:40ｘ15

木製廻縁:40ｘ15木製廻縁:40ｘ15

木製廻縁:40ｘ15

木製廻縁:40ｘ15

木
製
廻
縁
:
40
ｘ
1
5

木
製
廻
縁
:4
0ｘ
15

縦樋VP50Φ

塗装仕上
石綿板ｔ＝5

縦樋75Φ

軒樋:硬質塩ﾋﾞ半丸105
縦樋75Φ

縦樋75Φ

鼻隠し：ｶﾗｰ鋼板加工

5,460 3,640 4,5507,280 4,550

鼻隠し：ｶﾗｰ鋼板加工

母屋受け：30ｘ105

石綿板ｔ＝5
塗装仕上

吊戸棚：L1380xD360xH650

A-11

17,900

垂木：30ｘＨ90＠455

桁：105ｘ150

小舞：18ｘＨ30＠303

軒樋:硬質塩ﾋﾞ半丸75

天井：

天井:

天井:

天井:天井:

天井:

軒天:

軒天:

屋根：波板ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ表し

軒天:

軒天:

軒天:

天井:天井:

石綿板ｔ＝5

塗装仕上

洗濯
CH=2300

天井:

25,480

11
,8
30

26,390

11
,8
30

軒樋:硬質塩ﾋﾞ製半丸105

900 4,560

90
0

2,
2
75

1,
7
90

4
85

Ｎ

石膏ボードｔ9.5張り 石膏ボードｔ9.5張り

石膏ボードｔ9.5張り

石膏ボードｔ9.5張り



22
0
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縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第10010107号

A2　S=1/100

A3　S=1/141

2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

基礎伏図

910

12
0

1
50
5
0
15
0

26
0

17
0

50
2
4

150

大引き：105×105
@910

70
2
55

10
5

910 1,800

鉄筋コンクリート基礎

10
0
12
0

2
10

A-A´断面図　S=1/20

ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗
コンクリート下地

3
,
6
4
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

2
,
7
3
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

1
1
,
8
3
0

9
1
0

9
1
0

2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

7
,
2
8
0

Ｎ

455 6,825 4,550 5,460 3,640 4,550 910

1,365 2,730 2,730 2,730 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 2,730 1,820

7,280 18,200

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt120 土間ｺﾝｸﾘｰﾄt120

ｺﾝｸﾘｰﾄ製束

束石

1,820 2,730 2,730 2,730 910 2,730 2,730 2,730 1,820 3,640 1,820

5,46020,930

26,390

S=1/100基礎伏図

1,
80
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt120

910

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt120

1
00

20
0

2,730 1,910 300 300

床：モルタル仕上

B-B´断面図　S=1/20

2,510

2,510

根太：50*36@303

ｺﾝｸﾘｰﾄ製束：400*400*H600
記号あ

Ａ

Ａ´

Ｂ´Ｂ

あ あ

あ あ

あ あ

あ あ

束石：300*300*H150

3,
10
0

▽GL

1
50

22
0

50 500 50

270

2
70

2
,0
70

テラス柱基礎
300×300×H300

※特記事項

・当施設は建設時・増築時の資料が無いため、基礎図面は
類似施設を参考とし解体図面としている。

上記理由により、基礎工事は図面と異なる場合があるので、
監督員と協議し、承諾を得た上で工事を進めること。

また、基礎杭の有無も資料が無いため不明であり、
本図面では基礎杭は無い図面としている。

テラス柱基礎：

15
0
50

30
0

300*300*H300

テラス柱

A-12

12
0

12
0

10
0

鉄筋

基礎の砕石以外、全て撤去

(参考図)

基礎の砕石以外、全て撤去

(参考図)



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第10010107号

A2　S=1/100

A3　S=1/141

2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

床伏図

3
,
6
4
0

2
,
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3
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4
,
5
5
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2
,
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3
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9
1
0

3
,
6
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9
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0

1
0
,
9
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0

1
1
,
8
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0

9
1
0

9
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2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

1
,
8
2
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1
,
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7
,
2
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Ｎ

455 6,825 4,550 5,460 3,640 4,550 910

1,365 2,730 2,730 2,730 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 2,730 1,820

7,280 18,200

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt120 土間ｺﾝｸﾘｰﾄt120

1,820 2,730 2,730 2,730 910 2,730 2,730 2,730 1,820 3,640 1,820

5,46020,930

26,390

S=1/100床伏図

根太：50*36@303

根太：50*36@303

根太：50*36@303

根太：50*36@303

大引き：105*105@910

大引き：105*105@910

大引き：105*105@910

大引き：105*105@910

大引き：105*105@910

根太：50*36@303

土台：120ｘ120

土台：120ｘ120

土台：120ｘ120

土台：120ｘ120

土台：120ｘ120

土台：120ｘ120

土
台
：
1
20
ｘ
1
20

土
台
：
1
20
ｘ
1
20

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt120

土
台
：
12
0ｘ
12
0

土台：120ｘ120

A-13

管柱　：105×105

柱(ﾎｰﾙ内)　：210ｘ105

凡例



縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第10010107号

A2　S=1/100

A3　S=1/141

2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

1,820 2,730 2,730 2,730 910 2,730 2,730 2,730 1,820 3,640 1,820

5,46020,930

26,390

S=1/100小屋梁伏図

3
,
6
4
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

2
,
7
3
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

1
1
,
8
3
0

9
1
0

9
1
0

2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

7
,
2
8
0

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
4
5ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
4
5ｘ
ｔ
4.
5

15
0

15
0

150

1
50

1
50

15
0

15
0

15
0

21
0

150

150

180120

150

21
0

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
4
5ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
4
5ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
4
5ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4.
5

［
-
35
0ｘ
4
5ｘ
ｔ
4.
5

150

3
00

15
0

2
40 12
0
ｘ
15
0

120ｘ150

240

300

455 6,825 4,550 5,460 3,640 4,550 910

1,365 2,730 2,730 2,730 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 2,730 1,820

1,820 2,730 2,730 2,730 910 2,730 2,730 2,730 1,820 3,640 1,820

5,46020,930

S=1/100

3
,
6
4
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

2
,
7
3
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

1
1
,
8
3
0

9
1
0

2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

4,550 5,460 3,640 4,550 910

2,730 2,730 2,730 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 2,730 1,820

7,280 18,200

小屋伏図

垂木40ｘ45＠455

母屋90ｘ90＠910

Ｎ

横垂木60ｘ120＠455

ﾌﾞ
ﾚｰ
ｽ 
12
Φ

ﾌﾞ
ﾚｰ
ｽ 
12
Φ

ﾌﾞﾚｰｽ 12Φ

ﾌﾞﾚｰｽ 12Φ

ﾌﾞ
ﾚｰ
ｽ 
12
Φ

ﾌﾞﾚｰｽ 12Φ

ﾌﾞﾚｰｽ 12Φ ﾌﾞ
ﾚｰ
ｽ 
12
Φ

15
0

15
0

150 150

1
50

150 150 150

1
50

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4.
5

［
-3
50
ｘ
45
ｘ
ｔ
4
.5

［
-3
50
ｘ
45
ｘ
ｔ
4
.5

［
-
35
0ｘ
45
ｘ
ｔ
4
.5

30
0

・特記なき梁は、巾105ｘ梁成105とする。

・特記なき梁の巾は105とする。

1
50

1
50

1
50

小屋梁伏図、小屋伏図

A-14

105ｘ120

150 150 150

小屋裏界壁両面：ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞｔ7.5+ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗ｔ15

ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞｔ7.5+ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗ｔ15

小屋裏界壁両面：

横垂木60ｘ120＠455



捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

1,
2
00

45
0

15
0

鉄筋コンクリート

50

15
0
1
50

50

ポーチ BM+90

BM-295

800

BM-75

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

120ｘL650

敷地側
通路側

Ｂ－Ｂ'撤去部
ｺﾝｸﾘｰﾄ塀詳細図(参考)　S=1/30

A2:S=1/200
A3:S=1/280

2026. A-15

Ｄ面矢視部
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ+土留めﾌﾞﾛｯｸ展開図(参考)　S=1/30ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ+土留めﾌﾞﾛｯｸ詳細図(参考)　S=1/30

Ｃ－Ｃ'撤去部

20
0

2
00

15
0
15
0

400

15
0

4
00

95
0

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ Ｈ=950

コンクリートブロック造

5
0

▽BM-45

3
00

鉄筋コンクリート基礎

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

▽BM-90
▽BM-2502

05
19
5

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(撤去･処分)

砕石

(支柱共 一時撤去･再設置)

120

敷地側
通路側

Ａ－Ａ'撤去部
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ+土留めﾌﾞﾛｯｸ詳細図(参考)　S=1/30

BM±0

BM-45(土留天端)

BM-300BM-105

BM-50

BM-405

BM-250

BM-45(土留天端)

BM-90

Ｎ

物置
（木造)

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ一時撤去

Ｌ
＝
5
4
2
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀H1200及びﾎﾟｰﾁ

解体建物

西暦1974年(S49年)竣工 Ｌ
＝
4
2
5
0

(撤去・処分)

ﾌﾞﾛｯｸ撤去 範囲
(撤去・処分)

(撤去・処分)
足洗い場 足洗い場

(撤去・処分)

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ一時撤去
一部ﾌﾞﾛｯｸ撤去 範囲

Ｌ＝2000

Ａ'Ａ

Ｃ
'

Ｂ Ｂ'

BM+90 BM-295

(撤去･処分)

壁：鉄筋コンクリート
(撤去･処分)

(撤去･処分)

足洗い場

GL+150

GL+50GL-50

GL±0

GL+820

GL+800
GL+970

140

160 1,570

GL±0

1,73030

1
70

1
,0
30

GL+900

GL±0

壁：鉄筋コンクリート

(撤去･処分)
1
70

1
,0
30

1
60
3
0

30

あ あ1,
20
0

GL+950 い
い

壁：鉄筋コンクリート

外構撤去雑詳細図

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

名取市消防団
岩沼警察署高舘交番 高舘分団第2部

隣地境界線

隣
地
境
界
線

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
H
9
5
0

道
路
境
界
線

隣地境界線 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH950

物置

物置

最終桝

(既存のまま)

トイレ

樹木

物置

菜園

市道

桝(撤去･処分)
※機械設備工事

物置

物置
滑り台

学校
通路

屋根：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄﾞ

全て撤去･処分

平面図

全て撤去･処分

断面図

外壁：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄﾞ
内側:菱形金網3.2Φｘ50mm目

柱:75x75

外壁:菱形金網

物置
(木造)

1,
7
25

1,
8
20

内側:菱形金網3.2Φｘ50mm目
外壁：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄﾞ

3,050
2,965

土台:45x75

横胴縁:45x75

基礎:ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

2
,1
60

破風･鼻隠:24ｘ75

外壁：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄﾞ

1,725

柱･梁･母屋･垂木:75x75

1,
80
0

母屋:75x75

詳細図(参考)　S=1/30
西側物置（木造）

3.2Φｘ50mm目

平面詳細図　S=1/30
足洗い 足洗い場　い-い

断面詳細図(参考)　S=1/30 断面詳細図(参考)　S=1/30
足洗い場　あ-あ

（その他は
砕石は既存のまま

鉄筋コンクリート

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

15
0

2
00

1
50

▽GL

20
0▽GL

160 301,030

天端長さ925

17030

50

8
00
～
9
70

82
0～
9
50

2
00

1
50

50

1,870

9
00
～
97
0

2
00

1
00

▽GL

160 1,570 140

（その他は
砕石は既存のまま

全て撤去･処分) 全て撤去･処分)

天端長さ1730

支柱
(既存のまま)

(既存のまま)
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

Ｈ=950ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ
(支柱共 一時撤去･再設置)

200 1,800

300

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ一時撤去範囲

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

捨てｺﾝ
砕石

▽隣地GL

隣地ﾌﾞﾛｯｸ塀

2
00

20
0

15
0
15
0

400

15
0

40
0

95
0

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ Ｈ=950

コンクリートブロック造

5
0

30
0 鉄筋コンクリート基礎

(撤去･処分)

砕石

(支柱共 一時撤去･再設置)

120

▽BM-45▽BM-50

敷地側 隣地側

△BM-105

60
34
0

Ｃ

隣
地
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸ塀

U型側溝(240)

Ｄ面
矢視

BM-90

遊具タイヤ

ブランコ

配 置 図 S=1/300

(撤去･処分)

(撤去･処分)

(撤去･処分)

△
ｶ
ｯﾀ
ｰ入
れ

(撤去･処分)

ﾌｪﾝｽ基礎･砕石

180ｘ180ｘ600程度

(既存のまま)
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

△隣地GL

Ｃ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ､基礎､砕石
(撤去･処分)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ､基礎､砕石
(既存のまま)

Ｃ
'

(既存のまま)
隣地側Ｕ字側溝

(既存のまま)

(全て撤去･処分)

砕石

800

30
0

95
0

40
0

1
50
50

は既存のままを示す。

は撤去を示す。

凡例（共通)

床：防水モルタル

,3
0



15
0

縮尺工事名称
有限
会社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ  ン 工 房

一級建築士登録　  　 　 　 第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第20010085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

菱形金網

ｶﾝﾇｷ φ34x2.3

ﾌﾞﾚｰｽφ13

落し棒φ19

門柱 □100x100x3.2

戸当り

枠材 L50x50x6

6
00

φ3.2x50mm目

中央ﾌﾟﾚｰﾄ FB-6x150
（L=900）

端胴縁 L40x40x3

爪付胴縁 R付L40x40x3

既存ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

既存支柱

既存端胴縁

既存ＣＢｔ120

□400

26 1414

3000

20 261414

11
5
0

50

12
00

25
0

1
48
7

30

37

△隣地境界線

4,250

575 575

新設門扉

詳細図　S=1/30
(平面図)

15
0 5
0

爪付胴縁 R付L40x40x3

（敷地側）

（学校通路側）

新設ネットフェンス新設ネットフェンス

3000新設門扉

新設範囲

2
00

既存ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ 既存ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

ｶﾝﾇｷ φ34x2.3
（L=900）

端胴縁 L40x40x3

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(既製品）
支柱部ﾓﾙﾀﾙ充填

新設門扉

詳細図　S=1/30
(正面図)

A-16
2026.

Ａ－Ａ'フェンス再設置部

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ+土留めﾌﾞﾛｯｸ詳細図　S=1/30

20
0

2
00

1
50
1
50

400

1
50

40
0

9
50

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ Ｈ=950

50

▽BM-45

3
00

鉄筋コンクリート基礎

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

▽BM-25020
5

1
95

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

砕石

(支柱共 再設置)

(新設)120
コンクリートブロック(C種)

▽BM-90

ﾖｺ：D10

ﾀﾃ：差筋アンカーD10＠200
モルタル充填
120×390×190

2
00

20
0

15
0

400

15
0

95
0

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ Ｈ=950

コンクリートブロック造
5
0

30
0 鉄筋コンクリート基礎

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

砕石

(支柱共 一時撤去･再設置)

120

▽BM-45

敷地側 隣地側

(新設)

(新設)

(新設)

(新設)

既存モルタル欠き込みの上
新設部の鉄筋を差し込む
欠き込み部モルタル再充填

・コンクリート

・鉄筋：D10　SD295

使用材料　（共通)

A3:S=1/42

A2:S=1/30

外構改修雑詳細図

山砂
BM-295

BM-90

S=1/300

岩沼警察署高舘交番

フ
ェ
ン
ス

隣地境界線 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH950

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

名取市消防団
高舘分団第2部

道
路
境
界
線

BM±0

樹木

物置

樹木

菜園

ブランコ

滑り台

学校

(既存のまま)

トイレ

最終桝

市道

整 地 図

隣地境界線

物置

物置

Ｌ
＝
4
2
5
0 新設門扉(両開W3.0m）

+両袖ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1200

Ｌ
＝
5
4
2
0

範囲
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ新設
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ再設置

BM-45
(土留天端)

BM-250

(土留天端)BM-45
BM-75

BM-260

BM-75
BM-260

BM-90

Ａ'Ａ

Ｌ＝2000

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ再設置
一部ﾌﾞﾛｯｸ及び
基礎新設 範囲

BM-105

BM-50

BM-405

Ｃ
'

隣
地
ﾌﾞ
ﾛ
ｯｸ
塀

Ｄ面
矢視

U型側溝(240)

Ｃ

遊具タイヤ

通路隣
地
境
界
線ﾈ
ｯﾄ
ﾌｪ
ﾝ
ｽH
95
0

ﾀﾃﾖｺD10@200 (新設)

ﾖｺ：D10

BM-50▽

支柱
(既存のまま)

(既存のまま)
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

Ｈ=950ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

200 1,800

(再設置)

▽隣地GL

隣地ﾌﾞﾛｯｸ塀

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

捨てｺﾝ
砕石1

50
30
0

95
0

50

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

既存モルタル欠き込みの上
新設部の鉄筋を差し込む
欠き込み部モルタル再充填

既存との接続部は
差し筋ｱﾝｶｰD10

既存ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ取合い

（参考図）

Ｃ－Ｃ'新設部 Ｄ面矢視部
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ再設置+新設土留めﾌﾞﾛｯｸ展開図　S=1/30ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ再設置+新設土留めﾌﾞﾛｯｸ詳細図　S=1/30

（参考図） （参考図）

▽隣地GL

(既存のまま)
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ､基礎､砕石

(既存のまま)
Ｕ字側溝隣地側

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ､基礎､砕石
(新設)
1,380

4
00

エラスタイトｔ20
(新設)

：Fc=21Ｎ S=15

・コンクリートブロック：

JIS A 5406 Ｃ種 390x190xｔ120

・砕石：RC-40

・捨てコン：Fc=18Ｎ S=15

(既存のまま)

Ｃ
Ｃ
'

2,000(ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ再設置範囲)

は既存のままを示す。

凡例（共通)

4
00



配置図・電気設備　撤去図

樹木

樹木

菜園

物置樹木

タイヤ

物置

(ﾌﾟﾚﾊﾌ
ﾞ)

隣地境界線

隣地境界線

18,200

20,930 5,460

6
,
3
7
0

4
,
5
5
0

9
1
0

2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

910

26,390

26,390

1
1
,
8
3
0

7,280

Ｎ

岩沼警察署高舘交番

市道

道
路

境
界

線

高舘分団第2部

名取市消防団

道

解体建物
西暦1974年(S49年)竣工

滑り台

ブランコ

物置

物置

ポーチ

物置

足洗い

(木造)

H=1.8m(水下)
H=2.15m(水上)

H=2.0m

(ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ)

物置

(ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ)
H=2.0m

遊具タイヤ

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

メッシュフェンス

フ
ェ

ン
ス

門扉

門
扉

樹木

手洗

(撤去･処分)

(撤去
･処分)

(撤去
･処分)

(撤去
･処分)

(撤去･処分)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(作
業
車

・
重
機
乗

入
部

の
み

撤
去
･
復
旧
)

隣
地

境
界

線

メッシュフェンス(既存のまま)

(
既
存
の
ま
ま
)

(既存のまま)

(既存のまま)
(小学校側)
トイレ

S=1/200配 置 図

フェンス
(既存のまま)

樹木
(既存のまま)

樹木x6ｹ所
(撤去･処分)

(既存のまま)

縮尺工事名称
有 限
会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第25010085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事 A2:S=1/200

A3:S=1/280

2026.

E-01

吉田枝線
電柱

7-北-1

レフランプ250ｗ

アッテネータ

既存露出ﾎﾞｯｸｽ

Ｂ

T

H型FL40W×2

型承3944-7号２９　２０１７年

NO.F17Z244406

Ｆ

ﾏｲｸJ

(撤去本工事）

Wh

積算電力量計 1φ3W（※収容箱共）

※電話線撤去依頼はＮＴＴに連絡して対応の事。

電灯分電盤

撤去・電力会社に返却

500×400×100 樹脂製露出
Ｗ　　　Ｈ　　　Ｄ

防水コンセント

2Ｐ15Ａ×1

建築解体に伴い、電気設備は全て撤去する。

（蛍光灯）、

（LED）

※

２ 2Ｐ15Ａ×2

1Ｐ15Ａ×1

避難口誘導灯

照明器具（天井付）

C級

Wh

1Ｐ15Ａ×2

主）ＥＬＢ3Ｐ50Ａ×1
　　分岐）2Ｐ20Ａ×14

(W P) 2Ｐ15Ａ×2

Ｖ型ＦＬ40ｗ×2
　

（LED）

（蛍光灯）、 Ｖ型ＦＬ20ｗ×1
　

FCL30ｗ　250角埋込（蛍光灯）

ウォールライトＦＬ20ｗ×1
　

ホーン形スピーカー

ジャンクションボックス

スピーカー

サーモスタット 山武（T631A)

電力メーター

１

２

電力ﾒｰﾀｰ

同上収納BOX

１Φ3ｗ　60A 1台

1ケ

架空配線撤去依頼（光ｹｰﾌﾞﾙ廃止申請）

1Ｐ15Ａ×3

消火器 粉末ＡＢＣ消火器(10号）

SP

光る埋込ｽﾋﾟｰｶ(光及音量）

記　号 内　　　容名　　　称

記号凡例

「撤去（処分する）」

備　　　考

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

配線器具　埋込コンセント

照明器具

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

照明器具

配線器具　埋込コンセント

配線器具　埋込スイッチ

配線器具　埋込スイッチ 「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

照明器具

照明器具

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

配線器具　埋込スイッチ

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

「撤去（処分する）」

100ｗ 安定器ＨＦ100ｗ

インターホン親機

インターホン子機

ﾍﾞﾙ150Φ

漏電警報器

電話プレートプラ

テレビ整合器プラプレート付き

SV14゜-3C（天井内）

（撤去）

（撤去）

1Φ3ｗ

積算電力計と収納ボックス撤去

電力会社に返却の事

ＤＶ２２゜-3Ｒ架空配線

(撤去本工事）電力会社に返却

（電力廃止申請）

架空配線撤去依頼（電話線廃止申請）

電話保安器2個NTTに返却

電灯分電盤

同上品は、電力会社に返却とする。
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３
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２

４
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２
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３
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２

２
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増田西児童センター高舘分館旧館解体工事（設備機器等の撤去）一覧表

機器名称
保育室兼
ホール 洗濯 洗面 トイレ 倉庫 保健室 玄関 ポーチ 職員室 外部

Ｖ型ＦＬ40ｗ×2
　

ウォールライトＬ20ｗ×1

誘導灯C級

埋込スイッチ1Ｐ15Ａ×1

埋込コンセント2Ｐ15Ａ×1

埋込コンセント2Ｐ15Ａ×2

電灯分電盤（露出樹脂製製）
主）ＥＬＢ3Ｐ50Ａ×1
　　分岐）1Ｐ20Ａ×14

縮尺
有 限
会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

秋山 哲也一級建築士登録　 　　　第226891号

業務名称

電気設備　機器撤去表
一級建築士事務所登録 第25010085号

Ｅ-02
増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

A2：ＮＳ
A3：ＮＳ

露出型同上相当LED

埋込250角FCL30ｗ

部屋名称

埋込スイッチ1Ｐ15Ａ×3

埋込スイッチ1Ｐ15Ａ×2

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｊ

Ｋ

Ｅ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｃ

Ｆ

Ｗ　　　Ｈ　　　Ｄ

積算電力量計
1φ3W（※収容箱共）
撤去・電力会社に返却

H型ＦＬ40ｗ×2
　

露出型同上相当LED
　

Ｖ型ＦＬ20ｗ×1
　

ｼｰﾘﾝｸﾞライトレフランプ250ｗ

ブラケットFＬ20ｗ×1

ｱｰﾑ形ﾌﾞﾗｹｯﾄHF100ｗ

スピーカー

ホーン形スピーカー

光る埋込スピーカー

サーモスタット

ﾌﾟﾗﾎﾞｯｸMCBN2P20A×2　W　　H　　D
　　　　　　　　　　198×270×128

防水コンセント 2Ｐ15Ａ×2

消火器 粉末ＡＢＣ消火器(10号）

計

インターホン親機

インターホン子機

ﾍﾞﾙ150Φ

漏電警報器

電話プレートプラ

テレビ整合器プラプレート付き

露出スイッチ1P15A

ﾏｲｸJ

アッテネータ



縮尺工事名称
有 限
会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第25010085号 E-03

A2　S=1/100

A3　S=1/141

2026.

増田西児童ｾﾝﾀｰ高舘分館旧館解体工事

平面図　電気設備　撤去図

職員室

隣地境界線

3
,
6
4
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

2
,
7
3
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

1
1
,
8
3
0

9
1
0

倉庫
洗濯

保健室

玄関

9
1
0

2
,
7
3
0

9
,
1
0
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

7
,
2
8
0

用具入

手洗

男子トイレ

女子トイレ

1,820 2,730 2,730 2,730 910 2,730 2,730 2,730 1,820 3,640 1,820

5,46020,930

26,390

455 6,825 4,550 5,460 3,640 4,550 910

1,365 2,730 2,730 2,730 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 2,730 1,820

7,280 18,200

テラス
Ｎ

量水器
(既存のまま)

保育室兼ホール

撤 去 建 築 物

ポーチ

塀H1200

塀H1200

平 面 図 S=1/100

隣
地

境
界

線

洗面

トイレ

ｼｬﾜｰ室

物置

物置

物置

(撤去・処分)

(撤去・処分)

(撤去・処分)

足洗い 足洗い

黒板

安定器

ブラケットＦＬ20ｗ

LED LED

LED

LED LED

埋込250角

FCL30ｗ
C級

C級

ﾚﾌﾗﾝﾌﾟ250ｗ
ﾚﾌﾗﾝﾌﾟ250ｗ

ﾚﾌﾗﾝﾌﾟ250ｗ

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ

ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄSP

ｱｰﾑ形ラケットＨＦ100ｗ

Ｂ

（WP) （WP) （WP)

（WP)

開閉器盤MCCB2P20A

W　　H　　D

150×200×100

既存露出ﾎﾞｯｸｽ

H型40ｗ-2 H型40ｗ-2

V型FL20ｗ-1
ﾍﾞﾙ150Φ

T T

漏電火災警報器

ZCT60A(貫通型）

HBﾌﾞﾚｰｶｰ2P20A

同上品は、全て撤去とする

１

２

３

1台

1ケ

1ケ

電気機器

LED

（MM1)一種金属線ぴ立下

光る埋込ｽﾋﾟｰｶ

(光及音量）

ﾌﾟﾗﾎﾞｯｸｽ

MCBN2P20A×2

W　　H　　D

198×270×128

露出

９

保育室兼ホール

A

B ３

　1D

洗濯

　1

洗面

４D

トイレ

　1D

倉庫

２Ａ

保健室

Ｅ ２

Ｆ １

Ｇ １

Ｅ

Ｇ ２
１Ｈ

玄関

１Ｉ

ポーチ

Ｊ １ Ｊ １

２Ｃ

職員室

Ｄ １

１Ｋ

外部

Ｆ

Ｆ

Ｆ

H:1,900 H:1,200

AC

AC AC

(既存）

(既存）笠付FL20ｗ-1

(既存）笠付FL20ｗ-1

(既存）笠付FL20ｗ-1

SP

SP

SP

SP

ＶＶＦ1.6-2c(VEﾓｰﾙ）

AC

ﾏｲｸJ 保安器（NTT)×２ケ

光る埋込ｽﾋﾟｰｶ

(光及音量）

漏電警報器

Wh

　※既存トイレ施設(学校側)について

　　　１、ﾄｲﾚの機能を生かす為、電気配線は、

　　　　　学校側から架空線及び埋設配管で電源供給する。

　　　2、ﾄｲﾚ照明器具、ｽｲｯﾁ、開閉器盤は既存使用

　　　　　外部既存露出ﾎﾞｯｸｽに接続とする

(WP)



高舘小学校

西暦1974年(S49年)竣工

解体建物

市道

トイレ

全体配置図 S=1/300

(学校側)

キューピクル

防
球
ネ
ッ
ト

H=5.0m

防
球
ネ
ッ
ト

H=5.0m

門扉

門扉

（既存）露出ﾎﾞｯｸｽに接続の事

(既存）フックボルトに取付

　(既存）ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

　(既存）配管（VE82）

　(既存）ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

　　(既存）フックボルト

(ﾌﾞﾗｹｯﾄ支持）

1

２

３

４

５

※　①～⑤ネット支柱に共架金物取付ます。

縮尺工事名称
有 限
会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第226891号 秋山 哲也
一級建築士事務所登録 第25010085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

2026.

A2:S=1/300

A3:S=1/423

全体配置図　電気設備　トイレ電源工事

E-04

(立上げ≒5ｍ）

(既存）

S=1/10

(既存）フックボルトに取付

　※既存トイレ施設(学校側)について

１、ﾄｲﾚの機能を生かす為、電気配線は、
　　学校側(受変電設備）より一部既存配管、ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ使用し
　　架空配線及び埋設配管で電源供給する。

2、ﾄｲﾚ照明器具、ｽｲｯﾁ、開閉器盤は既存使用
　　外部既存露出ﾎﾞｯｸｽに接続とする

ネット支柱金物取付図(参考図）

(既存）屋外形ｷｭｰﾋﾞｸﾙ内改修

①ﾌﾞﾚｰｶｰMCCB2P50AF（100V)-1ケ(新設）

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形防水（SUS）

100×100×100

EM-CE3.5sq-2C（HIVE22)

（立上げ部）

1
,
20
0

　※注記事項

１、地中埋設の深さは、GL-640・W440

2、地中埋設部は、埋設シート布設

3、□・・・地中埋設杭を取付

約
　

4
,2
0
0

平形がいし

(既存）屋外形ｷｭｰﾋﾞｸﾙ内改修(正面図）

4、架空線の高さは5.0ｍ確保とする事

平形がいし

Ｔｒ

６.６ＫＶ／１００－２００Ｖ
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０
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Ａ

Ｔ
10

0Ｖ
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イ
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電
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既存高圧単線結線図(改修図）
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Ｂ
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／
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０
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０
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２
０

Ａ
Ｔ

10
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Ｇ
Ｒ

所
内

改修箇所

(注）波線は、(既存）配線・機器等を示す＞

１' ２１

2,640

8
0
0

ＡＢＣＦ

西面　立面図

南面　立面図

蓋付W200

(地中埋設配管）

64
0

40
0

40
30

14
0

30

既存フック

穴１４Φ、ボルト12ｍｍ

穴１４Φ、ボルト12ｍｍ×４

穴１４Φ、ボルト12ｍｍ×４

穴１８Φ×２ヶ所

30
50

70
22
0

(既存）
ネット支柱(□形鉄骨）120角（5ｍ）

ネット支柱金物　(新設）
（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

高圧受電盤 低圧電灯動力盤

既存キュービクル改修
※取付ｽﾍﾟｰｽ有
ＭＣＣＢ2Ｐ 50AF(100V)増設

穴１４Φ、ボルト12ｍｍ

　EM-CE3.5sq-2C(HIVE22）

EM-CE3.5sq-2C(新設）
(既存）ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸに布設

DV電線2ｍｍ-2R(新設）
架空線地上高さ5.0ｍ(確保）

EM-CE3.5sq-2C(新設）

(既存）ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸに布設

(既存）
ネット支柱(□形鉄骨）120角（5ｍ）

DV電線2ｍｍ-2R(新設）

EM-CE3.5sq-2C（FEP30)(新設）

EM-CE3.5sq-2C(新設）

(既存）（VE82）配管を再使用

DV電線2ｍｍ-2R(新設）

DV電線2ｍｍ-2R(新設）
架空線地上高さ5.0ｍ(確保）

（注）ネット支柱金物作成時は、再度現場調査の上

　　　監督員の確認後、作成施工とする。
1.支柱金物取付位置にボルトぶつかる箇所は

　穴あけて処理して取り付けること。

２.ネットにぶつかる箇所は穴あけ又は、

　金物折り曲げて処理して取り付けること。

既存ボルト

負荷120ＶＡ

ＥＭ-ＣＥ3.5-2Ｃ

※屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ内改修につては現場状況確認して施工の事。



屋外給水管 ポリエチレン管

給湯管 ステンレス鋼管

ガス管 配管用炭素鋼鋼管（白）

屋内汚水排水管 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

屋外汚水排水管

屋内給水管 塩ビライニング鋼管(ＳＧＰ－ＶＢ)

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

通気管 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

ドレン管 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

コンクリート製４５０×４５０（コンクリート蓋５５０×５５０）汚水桝

コンクリート製３５０×３５０（コンクリート蓋４５０×４５０）雨水桝

コンクリート製３００×３００（格子蓋）集水桝

冷媒管 冷媒用被覆銅管

衛生設備撤去器具表・凡例

縮尺工事名称

有 限

会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第2268 91号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第200 10 085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

A2:NO SCALE

A3:NO SCALE

2 0 2 6 .

M-01

撤去衛生器具表 凡　　　例

１階

ト

イ

レ

洗

面

・

洗

濯

室

職

員

室

外

部

洋 風 大 便 器

ロータンク、紙巻器、その他付属品一式共

４

排 水 ユ ニ ッ ト

５号（元止め式）、ガス栓共

１６号　屋外壁掛型、ガスコック共

６００×１５０（ステンレス製）

２

２２

１

１

４

１３

１

２

１

６

洗 面 器

ガ ス 湯 沸 器

給 湯 器

１

１

化 粧 鏡

３５５×４５０

１

給 水 栓

13ｍｍ

13ｍｍ

分 岐 水 栓

13ｍｍ

２

７

２

１

１１

給水栓、排水トラップ、その他付属品一式共

シ ャ ワ ー 金 具

器 具 名 備 考
合　計

数　量

G

D

R



1 8 , 2 0 0

9
,
1
0
0

9 1 0

2 6 , 3 9 0

7 , 2 8 0

岩沼警察署高舘交番

市道

道
路

境
界

線

道

解体建物

西暦19 7 4年( S 4 9年)竣工

門
扉

名取市消防団

高舘分団第2部

2
,
7
3
0

隣
地

境
界

線

Ｕ型側溝(250)

隣地境界線

ポーチ

隣地境界線

20 , 9 3 0 5 , 4 6 0

2 6 , 3 9 0

Ｎ

撤去雨水桝

詳細図(参考)S=1/30

ｺﾝｸﾘｰﾄ製

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

雨水桝

W=450

370 40

▽BM-45

1
0
0

4
5
0

5
0

3
0

全て撤去･処分)

あ部

500

1
0
0

4
5
0 370

ｺﾝｸﾘｰﾄ製

40

5
0

3
0

W=550

詳細図(参考)S=1/30

い部 撤去汚水桝

汚水桝

詳細図(参考)S=1/30

450

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

ｺﾝｸﾘｰﾄ製

雨水桝

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

W=600

3
0

6
0
0

7575

650

1
0
0

1
0
0

う部 撤去雨水桝

砕石は既存のまま砕石は既存のまま

砕石は既存のまま

（その他は全て撤去･処分)

全て撤去･処分)

（その他は（その他は

S=1/200配置図

5
5
0

5
0

2
2
2

1
2
3

W=550

150VU

塩ビ蓋（鎖付）150φ

100VU

2
5
0

G.L

既
存

7
5
V
U

浸透用シート立上

立管(VU)

既存75VU

異径100×75

浸透用シート

浸透部

浸透用砕石(S30)

フィルター層（洗砂）

詳細図(参考)S=1/30

え部 新設雨水桝

浸透桝　100-150　(ﾊﾞｽｹｯﾄ付)　塩ビ蓋（鎖付）　１箇所

※SUMA-KT同等品以上

撤去は範囲を示す。

配置図・撤去詳細図・新設詳細図

縮尺工事名称

有 限

会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第2268 91号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第200 10 085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

A2:S=1/200

A3:S=1/280

2 0 2 6 .

M-02

埋
設

管
1
0
0
Φ

(
撤

去
･
処

分
)

100 100

1
0
0

100

100

1
0
0

100 100 100100

最終桝

BM±0

(撤去･処分)雨水桝

雨水桝(撤去･処分)

(撤去･処分)

雨水桝

(既存のまま)

(撤去･処分)雨水桝
雨水桝

(撤去･処分)

(撤去･処分)

(深さ600程度)

桝450ｘ450

あ
あ

う

あ雨水桝

(撤去･処分)

あ

汚水桝
い

(撤去･処分)

あ

(新設)

雨水桝
え

あ



Ｎ

衛生設備平面図 S=1/100

改修給水配管平面図 S=1/100

撤去は範囲を示す。

衛生設備平面図

縮尺工事名称

有 限

会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第2268 91号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第200 10 085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

A2:S=1/100

A3:S=1/141

2 0 2 6 .

M-03

20地下式水抜栓(筺付) 20地下式水抜栓(筺付)

既設管を切断

20

20 20

25量水器・逆止弁（量水器筺)撤去

25地下式水抜栓(筺付)

25既設管を切断

新設　13止水栓、量水器、逆止弁（量水器筐）

13既設管と接続

25止水栓残置

新設　不凍水栓柱（13A×1200H）

新設　13Aキー付き水栓

既存25止水栓

25×13

汚水桝
い

(撤去･処分)

25

100

100

2
5

2
5

25

25

25

25

2
0

2
0

2
0

100

100

キャップ止め

25

M

M

詳細図参照



Ｎ

衛生設備詳細図 S=1/50
撤去は範囲を示す。

衛生設備詳細図

縮尺工事名称

有 限

会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第2268 91号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第200 10 085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

A2:S=1/50

A3:S=1/70

2 0 2 6 .

M-04

汚水桝
い

(撤去･処分)

汚水桝
い

(撤去･処分)

汚水桝
い

(撤去･処分)

汚水桝
い

(撤去･処分)
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(撤去･処分)
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5050

20屋内操作型水抜栓
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以降平面図参照

以降平面図参照



空調・換気設備機器表

縮尺工事名称

有 限

会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第2268 91号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第200 10 085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

A2:NO SCALE

A3:NO SCALE

2 0 2 6 .

M-05

撤去空調機器表

機 器 番 号 機 器 名 称 機 器 仕 様

消 費 電 力

５０Ｈｚ

φ Ｖ ｋＷ

台 数 設 置 場 所 参 考 型 式

撤去換気機器表

機 器 番 号 機 器 名 称 機 器 仕 様 台 数 設 置 場 所

３

PAC-1

PAC-2

PAC-3 型式

冷房能力 ４．０ＫＷ（０．８～４．３ＫＷ）

５．０ＫＷ（０．８～７．３ＫＷ）

付属品

１ １階　職員室 MSZ-GV4022S-W

暖房能力

（三菱電機）

空冷ヒートポンプ・壁掛型（R32冷媒）

リモコンスイッチ付属

１ ２００ 0.165～1,960

１ ２００ 0.135～2,580

型式

冷房能力 ４．０ＫＷ（０．５～４．０ＫＷ）

５．０ＫＷ（０．６～７．３ＫＷ）

付属品

１ RAS-AJ40K2E

暖房能力 （日立）

空冷ヒートポンプ・壁掛型（R32冷媒）

リモコンスイッチ付属

１ ２００ 0.190～1,650

１ ２００ 0.195～2,545

型式

冷房能力 ７.１ＫＷ（０．７～７．２ＫＷ）

８.５ＫＷ（０．９～１０.１ＫＷ）

付属品

２ １階　保育室兼ホール

CU-716CEX

暖房能力 （パナソニック㈱）

空冷ヒートポンプ・壁掛型（R32冷媒）

リモコンスイッチ付属

１ ２００ 0.160～3,000

１ ２００ 0.150～3,980

CS-716

RAC-AJ40K2E

FF-1 型式

燃料消費量 １８．５ＫＷ

付属品

２ FF-15GBF

（サンポット）

ＦＦ式石油暖房・床置型・灯油焚

給排気筒セット、オイルタンク内蔵

１ １００ ０．０９５

標準付属品一式付

ＶＦ－１
壁付換気扇 仕様 1階　保育室兼ホール３００φ・プラスチック製ウェザ－カバ－

１階　保育室兼ホール

１階　保育室兼ホール

1階　トイレ

仕様

仕様

暖房出力 １５．９ＫＷ

壁付換気扇

壁付換気扇

２５０φ・プラスチック製ウェザ－カバ－

２００φ・プラスチック製ウェザ－カバ－

空調機

空調機

空調機

ＦＦ式石油暖房機

：

：

：

：

消費電力（冷房）

消費電力（暖房）

：

：

：

：

消費電力（冷房）

消費電力（暖房）

：

：

：

：

消費電力（冷房）

消費電力（暖房）

：

：

：

消費電力（最大）

：

：

：

：

ＶＦ－２ １階　洗面・洗濯２

ＶＦ－３ １階　職員室１

１階　保健室



PAC

1

PAC

2

PAC

1

PAC

3

FF

1

FF

1

VF

3

VF

2

VF

1

VF

2

VF

1

VF

1

20V

空調・換気設備平面図

縮尺工事名称

有 限

会 社

図面名称 日付 No.

環 境 デ ザ イ ン 工 房

一級建築士登録　 　　　第2268 91号 秋山 哲也

一級建築士事務所登録 第200 10 085号

増田西児童センター高舘分館旧館解体工事

A2:S=1/100

A3:S=1/141

2 0 2 6 .

M-06

R

R

R

R

D

D

D

D

D

D

D
6.35φ・12.7φ

6.35φ・12.7φ

6.35φ・9.52φ

6.35φ・9.52φ

20V

20V

20V

D


